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表  2.4.1－1  モニタリングポストにおける空気吸収線量率の月平均と月間最大値 
（原子力科学研究所, 2017年度）（単位：nGy/h）  

年 月 
 

MP No. 

2017年 2018年 
年間 標準 

偏差 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

構

内

ポ

ス

ト 

MP-11 
平均 71  72  72  70  70  70  69  70  70  69  68  68  70  1.3  

最大 88  94  85  94  94  86  78  93  82  81  87  91  － － 

MP-12 
平均 54  54  55  54  54  55  53  54  54  54  53  53 54  0.7  

最大 73  77  69  82  72  79  61  92  71  72  73  72  － － 

MP-13 
平均 55  56  56  55  55  55  54  54  54  54  53  55  55  0.9  

最大 71  78  73  81  81  77  63  82  70  73  74  78  － － 

MP-14 
平均 76 77  78  76  76  76  73  73  73  72  72  71  74  2.3  

最大 92  96  95  100  95  105  82  103  86  90  90  90  － － 

MP-15 
平均 65  65  66  65  65  64  63  63  62  62  62  61  64  1.6  

最大 83  91  86  90  87  81  75  96  79  83  84  84  － － 

MP-16 
平均 65  65  66  65  64  64  62  62  61  61  59  55  62  3.1  

最大 84  91  91  98  93  85  76  94  82  82  83  80  － － 

MP-17 
平均 66  67  67  66  66  66  65  65  64  63  63  61  65  1.8  

最大 88  93  91  98  96  91  77  103  85  85  85  86  － － 

MP-18 
平均 86  87  87  87  86  86  82  82  82  81  79  78  84  3.3  

最大 103  106 103  111  105  104  91  115  95  96  94  97  － － 

MP-19 
平均 83  83  83  82  81  80  79  79  79  78  76  73  80  3.1  

最大 97  100  98  100  99  103  88  110  95  94  93  91  － － 

構 

外 

ポ 

ス 

ト 
MP-21 

平均 54  54  54  54 53  53  53  53  53  53  52  51  53  0.9  

最大 71  79  75  80  72  73  66  84  75  73  78   75  － － 

MP-22 
平均 48  48  48  48  47  48  48  48  48  48  48  48  48  0.3  

最大 65  70  66  73  67  68  58  79  66  68  67  71  － － 

MP-23 
平均 50 50  50  50  50  50  51  50  50  50  50  50  50  0.3  

最大 65  72  64  72  72  73  60  81 66  70  66  71  － － 

MP-24 
平均 50  50  50  50  50  50  50  50  49  49  49  50  50  0.5  

最大 67  71  64  72  74  71  59  84  65  70  67  71  － － 

MP-25 
平均 46  46  46  46  46  46  46  46  46  45  45  45  46  0.5  

最大 65  73  63  72  74  71  56  83  64  68  68  71  － － 

（注）検出器は，NaI（Tl）シンチレーション型 DWM方式である。また「平均」及び「最大」は
当該月における 10分間平均の月間平均値及び月間最大値を示す。東京電力福島第一原子力
発電所事故による放射性物質放出の影響を含む。 
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表 2.4.1－2 モニタリングステーションにおける空気吸収線量率の月平均値と月間最大値 
（原子力科学研究所, 2017年度）（単位：nGy/h） 

年 月 

MS No.  

2017年 2018年 
年間 標準 

偏差 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

MS-1 
平均 128  130 131  128  127  126  122  123 123  121  121  119  125  3.9  

最大 149  156  148  154  151  144  133  153  135  140  144  147  － － 

MS-2 
平均 129  130  130  128  127  126  123  124  123  120  121  119  125  3.9  

最大 148  153  152  155  152  144  134  156  144  138  141  146  － － 

MS-3 
平均 53  53  52  52  51  51  52  52  52  52  51  52  52  0.7  

最大 73  78  71  80  75  72  62  83  70  73  75  79  － － 

MS-4 
平均 71  68  69 68  69  70  69  71  71  71  71  69  70  1.2  

最大 94  100  86  99  92  89  81  113  91  96  106  97  － － 

（注）検出器は，NaI（Tl）シンチレーション型 DWM方式である。また「平均」及び「最大」は
当該月における 10分間平均の月間平均値及び月間最大値を示す。東京電力福島第一原子力
発電所事故による放射性物質放出の影響を含む。 

 
表  2.4.1－3  定点におけるγ線空気吸収線量率測定結果 

（原子力科学研究所, 2017年度）（単位：nGy/h） 
測 定 日 

地 点 名 
2017年 

4月 12,13,21日 
2017年 

7月 11,12日 
2017年 

10月 30,31日 
2018年 

1月 10,12日 

1 
舟石川 
（原子力機構本部駐車場） 

41 42 41 42 

2 照沼 （如意輪寺） 68 66 67 66 

3 宮前 （馬渡宮前バス停） 70  69  

4 須和間 （住吉神社） 70 68 69 70 

5 稲田 （今鹿島神社） 41 39 40 39 

（注）2017年 4月の測定は，12日に舟石川，須和間，13日に照沼，稲田，21日に宮前で実施。 
2017年 7月の測定は，11日に須和間，稲田，12日に舟石川，照沼で実施。 
2017年 10月の測定は，30日に照沼，須和間，稲田，31日に舟石川，宮前で実施。 
2018年 1月の測定は，10日に照沼，須和間，12日に舟石川，稲田で実施。 
東京電力福島第一原子力発電所事故による放射性物質放出の影響を含む。 
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表 2.4.1－4  積算線量測定結果 
（原子力科学研究所, 2017年度）（単位：μGy） 

 

測定期間 
第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 

年 
間 
積 
算 
線 
量 

地

点

番

号 

 2017年 3月 16日 
     ～  6月 15日 

2017年 6月 15日 
     ～  9月 14日 

2017年 9月 14日 
     ～ 12月 20日 

2017年 12月 20日 
～2018年 3月 20日  測 定  

   結 果  
測定値 

91日換算 
線量 

測定値 
91日換算 
線量 

測定値 
91日換算 
線量 

測定値 
91日換算 
線量 地 点 名  

M-1 構 内（MS-1） 265 265 255 255 249 233 225 227 980 

M-2 周辺監視区域境界
（MP-11） 320 320 300 300 303 284 271 274 1178 

M-3 構 内（Pu研裏） 128 128 126 126 125 117 112 113 484 

M-4 周辺監視区域境界

（MP-17） 176 176 173 173 169 158 151 152 659 

M-5 周辺監視区域境界
（MP-18） 531 531 500 500 491 460 441 445 1936 

M-6 村 松（MS-2） 245 245 244 244 242 227 217 219 935 

M-7 宿 117 117 118 118 122 114 109 110 459 

M-8 新川下流 162 162 165 165 164 154 148 149 630 

M-9 阿漕ヶ浦南西 163 163 165 165 165 155 147 148 631 

M-10 阿漕ヶ浦西 112 112 115 115 114 107 107 108 442 

M-11 白 方 128 128 129 129 129 121 119 120 498 

M-12 原電グラウンド 
北西 111 111 113 113 115 108 106 107 439 

M-13 川 根 132 132 133 133 136 127 125 126 518 

M-14 須和間（MS-3） 103 103 103 103 108 101 99 100 407 

M-15 亀 下（MS-4） 137 137 135 135 142 133 130 131 536 

M-16 東 海 中 118 118 117 117 120 112 107 108 455 

M-17 豊 岡  172 172 171 171 174 163 154 155 661 

M-18 水戸気象台 101 101 103 103 104 97 92 93 394 

M-19 タンデム加速器北 196 196 197 197 199 187 174 175 755 

M-20 燃料試験施設北 251 251 244 244 249 233 219 221 949 

（注）表中の各測定値は，5cm厚の鉛箱内の値（宇宙線，自己汚染などの寄与分）を差し引いて
ある。測定器は，蛍光ガラス線量計（AGCテクノグラス社製：SC-1）を使用した。 
年間積算線量は，各四半期の 91日換算線量の和とした。 

 東京電力福島第一原子力発電所事故による放射性物質放出の影響を含む。 
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表 2.4.1－5 気象観測項目及び気象測器 
 

観測項目 気象測器 観測場所 

風向 
プロペラ型自記風向風速計 

気象観測露場 （地上 10m高） 
情報交流棟屋上 （地上 20m高） 
高架水槽屋上 （地上 40m高） 風速 

日射量 全天日射計 気象観測露場 （地上 2.9m高） 
放射収支量 防塵型放射収支計  

気象観測露場 （地上 1.5m高） 大気温度 白金抵抗温度計 
湿度 静電容量型湿度計 
降雨量 転倒ます型雨量計 気象観測露場 （地上 0.5m高） 
気圧 電気式気圧計 気象観測室 

  

- 61 -

JAEA-Review 2018-034



環境試料のモニタリング 
(1) 環境試料中の放射能濃度 
農産物，海産物，沿岸海域の海洋試料（海底土，海水），陸土，陸水（飲料水，河川水）及び排

水口近辺土砂について，全β放射能濃度測定及び放射性核種分析を実施した。また一部の農産物

（ほうれん草，精米），海産物（シラス，ヒラメ）及び海洋試料中の90Sr，並びに海産物（シラス，
ヒラメ）及び海底土中の239+240Puの放射能濃度を化学分析により求めた。測定結果を表2.4.2－1に
示す。 
これらの試料中の全β，137Csの放射能濃度は，東京電力福島第一原子力発電所事故の影響によ

り平常の変動範囲を超える値で検出された。 
90Srにおいて，ほうれん草から90Srが検出されたが，その濃度はいずれも平常の変動範囲内であ

り，異常は認められなかった。精米，海産物及び海洋試料から90Srは検出されなかった。239+240Pu
において，海底土から239+240Puが検出されたが，その濃度は平常の変動範囲内であり，異常は認
められなかった。海産物から239+240Puは，検出されなかった。 
(2) 排水溝排水中の放射能濃度 
第 1排水溝及び第 2排水溝においては連続採水装置により 1週間連続採取し，第 3排水溝にお
いては排水の都度に採取し，放射能濃度を測定した。各排水溝排水試料の全β放射能濃度及び第

2 排水溝排水試料のトリチウム濃度（1 か月平均濃度）を表 2.4.2－2 に示す。各排水溝排水試料
の全β放射能濃度は，東京電力福島第一原子力発電所事故以前の測定値と同程度であった。  
(3) 雨水中の放射能濃度 
雨水採取器により採取した雨水について，1 か月ごとに全β放射能濃度を測定した。測定結果

を表 2.4.2－2 に示す。これらの測定値は，平常の変動範囲内であり，異常は認められなかった。 
(4) 降下塵中の放射能 
大型円形水盤（直径 80cm）により 1か月ごとに採取した降下塵について，全β放射能測定及び

放射性核種分析を実施した。測定結果を表 2.4.2－3に示す。東京電力福島第一原子力発電所事故
の影響により，全β，137Csの放射能濃度が東京電力福島第一原子力発電所事故以前の平常の変動
範囲を超える値で検出された。 
(5) 大気塵埃中の放射能濃度  
モニタリングステーションにおいて大気塵埃を連続捕集したろ紙について，1 か月ごとに放射
性核種分析を実施した。測定結果を表 2.4.2－4から表 2.4.2－7に示す。2011年 3月の東京電力
福島第一原子力発電所事故の影響により，137Csの放射能濃度が東京電力福島第一原子力発電所事
故以前の平常の変動範囲を超える値で検出された。 

 （関田 勉，井上 和美，村上 志穂） 
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表 2.4.2－1 環境試料中の全β放射能濃度及び放射性核種濃度（1/2） 
（2017年度） 

種類 採取月 採取地点 全β*１ 54Mn 60Co 90Sr*2 95Zr 95Nb 106Ru 137Cs*1 144Ce 22Na 239+240Pu*2 単位 

精米 10月 東海村 
須和間 2.0×10-2 < 6.4×10-6 < 8.0×10-6 < 1.5×10-5 < 1.4×10-5 < 8.4×10-6 < 4.7×10-5 1.7×10-4 < 2.9×10-5   

Bq/g・生 ヒラメ*3 
12月 

大洗沖*4 
1.5×10-1 < 2.5×10-5 < 3.5×10-5 <1.5×10-5 < 5.8×10-5 < 3.4×10-5 < 1.9×10-4 5.3×10-4 < 1.1×10-4  < 4.5×10-7 

1月 1.1×10-1 < 2.5×10-5 < 3.0×10-5 <1.7×10-5 < 6.7×10-5 < 4.0×10-5 < 2.0×10-4 3.4×10-4 < 1.2×10-4  < 4.1×10-7 

シラス 
5月 

東海沖 
7.4×10-2 < 1.0×10-5 < 1.7×10-5 <1.2×10-5 < 2.1×10-5 < 1.5×10-5 < 7.8×10-5 1.2×10-4 < 4.9×10-5  < 4.0×10-7 

10月 1.2×10-1 < 1.9×10-5 < 2.5×10-5 <1.2×10-5 < 4.2×10-5 < 2.6×10-5 < 1.5×10-4 2.0×10-4 < 9.4×10-5  < 5.1×10-7 

海底土 

4月 
Ｃ海域 
原子力 
科学 

研究所沖  

5.7×10-1 < 2.1×10-4 < 1.4×10-4  < 7.0×10-4 < 2.6×10-4 < 1.2×10-3 4.0×10-3 < 1.4×10-3   

Bq/g・乾 

7月 7.1×10-1 < 2.0×10-4 < 1.4×10-4 <1.6×10-4 < 6.2×10-4 < 2.4×10-4 < 1.1×10-3 3.2×10-3 < 1.2×10-3  2.2×10-4 

11月 5.6×10-1 < 2.1×10-4 < 1.3×10-4  < 6.7×10-4 < 2.5×10-4 < 1.1×10-3 3.5×10-3 < 1.1×10-3   

1月 5.8×10-1 < 2.0×10-4 < 1.4×10-4 <1.5×10-4 < 5.2×10-4 < 3.1×10-4 < 1.2×10-3 3.3×10-3 < 2.5×10-3  2.1×10-4 

陸土 

5月 原子力科学 
研究所 
構内 

7.1×10-1 < 2.0×10-4 < 1.2×10-4  < 8.1×10-4 < 3.1×10-4 < 1.6×10-3 1.8×10-1 < 2.5×10-3   

11月 7.6×10-1 < 1.9×10-4 < 1.1×10-4  < 5.9×10-4 < 2.4×10-4 < 1.5×10-3 2.6×10-1 < 2.0×10-3   

5月 
東海村 
須和間 

3.9×10-1 < 2.2×10-4 < 1.3×10-4  < 9.2×10-4 < 3.7×10-4 < 2.5×10-3 5.8×10-1 < 3.2×10-3   

11月 5.2×10-1 < 2.3×10-4 < 1.3×10-4  < 7.7×10-4 < 2.9×10-4 < 3.0×10-3 9.4×10-1 < 2.7×10-3   

5月 
東海村 
石神 

5.5×10-1 < 7.0×10-4 < 4.3×10-4  < 3.0×10-3 < 1.1×10-3 < 5.9×10-3 5.1×10-1 < 5.1×10-3   

11月 5.4×10-1 < 8.6×10-4 < 4.8×10-4  < 3.3×10-3 < 1.6×10-3 < 7.4×10-3 6.0×10-1 < 6.9×10-3   

5月 
ひたちなか 
市稲田 

2.5×10-1 < 5.6×10-4 < 2.9×10-4  < 2.8×10-3 < 9.0×10-4 < 3.2×10-3 6.9×10-2 < 2.6×10-3   

11月 2.6×10-1 < 7.1×10-4 < 3.6×10-4  < 2.2×10-3 < 8.3×10-4 < 4.0×10-3 1.2×10-1 < 3.4×10-3   

5月 
ひたちなか 
市高場 

3.3×10-1 < 6.3×10-4 < 3.1×10-4  < 2.7×10-3 < 1.1×10-3 < 4.8×10-3 3.3×10-1 < 3.9×10-3   

11月 4.2×10-1 < 6.8×10-4 < 3.5×10-4  < 2.6×10-3 < 1.1×10-3 < 6.7×10-3 7.5×10-1 < 5.0×10-3   

5月 
那珂市 
横堀 

2.1×10-1 < 5.6×10-4 < 4.8×10-4  < 2.5×10-3 < 1.3×10-3 < 4.3×10-3 1.8×10-1 < 3.4×10-3   

11月 2.3×10-1 < 6.1×10-4 < 3.5×10-4  < 1.9×10-3 < 7.4×10-4 < 4.0×10-3 1.7×10-1 < 3.1×10-3   

排水口 
近辺 
土砂 

7月 
第 1排水溝 
出口 

6.6×10-1 < 1.5×10-4 < 1.0×10-4  < 4.2×10-4 < 1.8×10-4 < 7.5×10-4 7.6×10-4 < 7.2×10-4 < 1.3×10-4  

1月 6.5×10-1 < 1.4×10-4 < 1.0×10-4  < 3.6×10-4 < 1.5×10-4 < 7.1×10-4 8.6×10-4 < 7.0×10-4   

7月 
第 2排水溝 
出口 

6.2×10-1 1.9×10-4 < 1.2×10-4  < 3.5×10-4 < 1.9×10-4 < 8.3×10-4 9.1×10-4 < 7.8×10-4 < 1.4×10-4  

1月 6.3×10-1 < 1.5×10-4 < 1.0×10-4  < 3.6×10-4 < 1.5×10-4 < 7.2×10-4 8.1×10-4 < 6.9×10-4 < 1.3×10-4  

*1東京電力福島第一原子力発電所事故に由来する放射性物質の影響を含む。 
*2 90Sr及び 239+240Puは化学分析により求めた。 
*3可食部。 
*4東海沖での試料が採取不能であったため，茨城県環境放射線監視計画に基づき近隣海域で採取。 
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表 2.4.2－1 環境試料中の全β放射能濃度及び放射性核種濃度（2/2） 
（2017年度） 

種類 採取月 採取地点 全β*１ 3H 54Mn 60Co 90Sr*2  95Zr 95Nb 106Ru 131I 137Cs*1 144Ce 単位 

飲料水 
4月 

東海村 
須和間 

6.4×10-5 6.2×10-4 < 6.5×10-7 < 6.8×10-7  < 1.8×10-6 < 1.1×10-6 < 6.1×10-6 < 1.6×10-4 1.7×10-6 < 4.4×10-6 

Bq/cm3 

10月 6.5×10-5 5.2×10-4 < 6.3×10-7 < 7.4×10-7  < 1.7×10-6 < 1.1×10-6 < 6.5×10-6 < 1.5×10-4 2.0×10-6 < 4.4×10-6 

河川水 

4月 
久慈川 
取水口跡 

4.3×10-5 < 5.2×10-4 < 1.2×10-5 < 1.3×10-5  < 2.6×10-5 < 1.6×10-5 < 1.1×10-4 < 2.1×10-4 2.7×10-5 < 5.1×10-5 

10月 6.1×10-5 < 4.7×10-4 < 1.5×10-5 < 1.1×10-5  < 2.4×10-5 < 1.5×10-5 < 8.6×10-5 < 1.6×10-4 < 1.4×10-5 < 5.2×10-5 

4月 
新川中流 

7.5×10-5 < 5.4×10-4 < 7.0×10-7 < 7.2×10-7  < 3.0×10-6 < 1.5×10-6 < 6.5×10-6 < 1.6×10-4 3.8×10-6 < 5.0×10-6 

10月 9.9×10-5 7.6×10-4 < 6.9×10-7 < 7.4×10-7  < 2.1×10-6 < 1.3×10-6 < 6.2×10-6 < 1.7×10-4 4.8×10-6 < 4.5×10-6 

海水 

4月 

Ｃ海域 
原子力 
科学 

研究所沖  

1.1×10-5 < 5.3×10-4 < 7.1×10-7 < 7.6×10-7 < 1.4×10-6 < 2.4×10-6 < 1.2×10-6 < 6.2×10-6  4.3×10-6 < 4.9×10-6 

7月 8.4×10-6 < 5.1×10-4 < 1.1×10-6 < 8.0×10-7  < 2.0×10-6 < 1.1×10-6 < 6.2×10-6  3.5×10-6 < 4.9×10-6 

11月 1.1×10-5 < 4.9×10-4 < 1.1×10-6 < 7.9×10-7 < 1.4×10-6 < 1.9×10-6 < 1.0×10-6 < 6.3×10-6  6.0×10-6 < 4.8×10-6 

1月 1.1×10-5 < 5.9×10-4 < 1.3×10-6 < 8.1×10-7  < 2.6×10-6 < 1.6×10-6 < 6.6×10-6  2.6×10-6 < 5.2×10-6 

ほうれ

ん草 

4月 
東海村 
須和間 

1.3×10-1  < 2.0×10-5 < 2.3×10-5 3.2×10-5 < 4.2×10-5 < 2.5×10-5 < 1.4×10-4 < 3.2×10-4 1.5×10-4 < 8.4×10-5 

Bq/g・生 
11月 1.7×10-1  < 3.3×10-5 < 5.0×10-5 5.4×10-5 < 7.9×10-5 < 6.2×10-5 < 2.7×10-4 < 2.5×10-4 4.8×10-4 < 1.7×10-4 

ワカメ 6月 
日立市 
久慈浜 

1.2×10-1  < 3.5×10-5 < 2.5×10-5  < 5.3×10-5 < 3.5×10-5 < 1.5×10-4 < 1.6×10-4 8.9×10-5 < 9.8×10-5 

アラメ 2月 2.0×10-1  < 4.7×10-5 < 3.5×10-5  < 1.1×10-4 < 4.3×10-5 < 2.3×10-4 4.0×10-4 8.7×10-5 < 1.5×10-4 

*1東京電力福島第一原子力発電所事故に由来する放射性物質の影響を含む。  
*2 90Srは化学分析により求めた。 
 

表 2.4.2－2 雨水中の全β放射能濃度及び排水溝における排水中放射能濃度 
（2017年度） 

採取年月 
雨水 

全β* 

第 1排水溝 

全β* 

第 2排水溝 第 3排水溝 

全β* 
単位 

全β* 3H 

2017年 4月 4.1×10-5 1.9×10-4 2.2×10-4 8.4×10-2 4.6×10-3

Bq/cm3 

5月  7.4×10-5 1.3×10-4 1.7×10-4 9.0×10-2 1.1×10-4 

6月  6.1×10-5 1.3×10-4 1.5×10-4 8.2×10-2 2.5×10-4 

7月  5.5×10-5 1.2×10-4 9.3×10-5 5.4×10-2 1.4×10-4 

8月  4.7×10-5 1.1×10-4 9.4×10-5 4.3×10-2 1.6×10-4 

9月  3.7×10-5 1.3×10-4 8.2×10-5 3.0×10-2 9.5×10-5 

10月  4.6×10-5 1.2×10-4 9.7×10-5 3.5×10-2 7.5×10-5 

11月  9.0×10-5 1.0×10-4 9.2×10-5 5.4×10-2 1.2×10-4 

12月  1.8×10-4 1.3×10-4 7.2×10-5 2.1×10-2 7.5×10-5 

2018年 1月 6.3×10-5 1.1×10-4 9.4×10-5 < 1.1×10-1 9.2×10-5 

2月  1.8×10-4 1.2×10-4 9.8×10-5 8.4×10-2 5.2×10-5 

3月  5.6×10-5 1.4×10-4 9.3×10-5 < 4.8×10-2 8.1×10-5 

*東京電力福島第一原子力発電所事故に由来する放射性物質の影響を含む。 
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表 2.4.2－3 降下塵中の全β放射能濃度及び放射性核種濃度 
（2017年度） 

採取年月 全β* 7Be 54Mn 60Co 95Zr 95Nb 106Ru 137Cs* 144Ce 単位 

2017年 4月 3.3×101 1.3×102 < 4.1×10-2 < 4.8×10-2 < 1.5×10-1 < 6.8×10-1 < 3.7×10-1 8.5×100 < 2.3×10-1 

Bq/m2 

5月 3.2×101 1.7×102 < 5.6×10-2 < 6.1×10-2 < 1.9×10-1 < 1.4×10-1 < 5.5×10-1 5.5×100 < 3.4×10-1 

6月 9.9×100 1.9×102 < 4.5×10-2 < 4.9×10-2 < 1.2×10-1 < 6.6×10-2 < 3.8×10-1 9.5×10-1 < 2.8×10-1 

7月 9.8×100 9.5×101 < 4.2×10-2 < 5.0×10-2 < 1.2×10-1 < 6.7×10-2 < 3.9×10-1 8.6×10-1 < 2.5×10-1 

8月 1.0×101 1.3×102 < 4.0×10-2 < 4.8×10-2 < 1.1×10-1 < 6.5×10-2 < 3.6×10-1 1.0×100 < 2.6×10-1 

9月 9.6×100 1.9×102 < 4.1×10-2 < 4.8×10-2 < 9.6×10-2 < 7.1×10-2 < 3.9×10-1 8.3×10-1 < 2.7×10-1 

10月 2.6×101 2.8×102 < 4.1×10-2 < 4.9×10-2 < 1.2×10-1 < 6.7×10-2 < 3.8×10-1 1.0×100 < 2.9×10-1 

11月 1.7×101 1.1×102 < 3.8×10-2 < 4.4×10-2 < 1.1×10-1 < 6.3×10-2 < 3.6×10-1 4.3×10-1 < 2.4×10-1 

12月 4.5×100 3.7×101 < 4.4×10-2 < 4.6×10-2 < 1.1×10-1 < 7.0×10-2 < 3.9×10-1 9.2×10-1 < 2.3×10-1 

2018年 1月 5.8×100 4.5×101 < 4.0×10-2 < 4.6×10-2 < 9.7×10-2 < 6.7×10-2 < 3.8×10-1 9.5×10-1 < 2.3×10-1 

2月 1.2×101 1.2×102 < 4.6×10-2 < 5.8×10-2 < 2.2×10-1 < 7.5×10-2 < 4.5×10-1 2.9×100 < 3.1×10-1 

3月 2.1×101 2.8×102 < 5.4×10-2 < 6.0×10-2 < 1.7×10-1 < 9.6×10-2 < 5.1×10-1 2.1×100 < 3.9×10-1 

*東京電力福島第一原子力発電所事故に由来する放射性物質の影響を含む。 
 
 

表 2.4.2－4  大気塵埃（MS-1）中の放射性核種濃度 
（2017年度） 

採取年月 7Be 54Mn 60Co 95Zr 95Nb 106Ru 137Cs* 144Ce 単位 

2017年 4月 5.4×10-9 < 4.9×10-12 < 6.3×10-12 < 1.3×10-11 < 8.7×10-12 < 4.7×10-11 1.5×10-10 < 2.9×10-11 

Bq/cm3 

5月 4.1×10-9 < 5.3×10-12 < 5.8×10-12 < 1.3×10-11 < 8.7×10-12 < 4.5×10-11 8.7×10-12 < 3.0×10-11 

6月 3.5×10-9 < 3.9×10-12 < 5.1×10-12 < 1.2×10-11 < 6.6×10-12 < 3.7×10-11 1.3×10-11 < 2.3×10-11 

7月 2.6×10-9 < 5.2×10-12 < 5.8×10-12 < 1.4×10-11 < 8.4×10-12 < 4.7×10-11 1.0×10-11 < 2.9×10-11 

8月 2.2×10-9 < 3.9×10-12 < 5.2×10-12 < 1.2×10-11 < 6.8×10-12 < 3.8×10-11 < 6.4×10-12 < 2.3×10-11 

9月 5.3×10-9 < 4.9×10-12 < 5.6×10-12 < 1.4×10-11 < 8.0×10-12 < 4.5×10-11 < 7.4×10-12 < 2.9×10-11 

10月 4.7×10-9 < 5.0×10-12 < 5.7×10-12 < 1.3×10-11 < 8.5×10-12 < 4.6×10-11 < 7.5×10-12 < 2.9×10-11 

11月 4.3×10-9 < 3.9×10-12 < 4.8×10-12 < 1.2×10-11 < 7.3×10-12 < 3.9×10-11 1.4×10-11 < 2.5×10-11 

12月 2.6×10-9 < 5.2×10-12 < 5.6×10-12 <1.3×10-11 < 8.6×10-12 < 4.8×10-11 1.5×10-11 < 2.9×10-11 

2018年 1月 3.3×10-9 < 5.7×10-12 < 6.9×10-12 < 1.7×10-11 < 1.0×10-11 < 5.6×10-11 2.7×10-11 < 2.8×10-11 

2月 4.4×10-9 < 6.1×10-12 < 6.8×10-12 <1.6×10-11 <9.5×10-12 < 5.4×10-11 1.8×10-11 < 4.6×10-11 

3月 6.8×10-9 < 4.7×10-12 < 4.9×10-12 < 2.2×10-11 < 7.2×10-12 < 4.2×10-11 1.9×10-11 < 3.8×10-11 

*東京電力福島第一原子力発電所事故に由来する放射性物質の影響を含む。 
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表 2.4.2－5  大気塵埃（MS-2）中の放射性核種濃度 
（2017年度） 

採取年月 7Be 54Mn 60Co 95Zr 95Nb 106Ru 137Cs* 144Ce 単位 

2017年 4月 5.4×10-9 < 5.3×10-12 < 6.1×10-12 < 1.4×10-11 < 8.5×10-12 < 4.5×10-11 4.9×10-11 < 3.0×10-11 

Bq/cm3 

5月 4.2×10-9 < 5.5×10-12 < 5.6×10-12 < 1.5×10-11 < 7.8×10-11 < 4.8×10-11 1.9×10-10 <3.1×10-11 

6月 3.5×10-9 < 4.3×10-12 < 4.8×10-12 < 1.3×10-11 < 6.9×10-12 < 4.0×10-11 9.1×10-11 <2.4×10-11 

7月 2.6×10-9 < 5.1×10-12 < 6.0×10-12 < 1.5×10-11 < 8.1×10-12 < 4.7×10-11 5.3×10-11 < 3.0×10-11 

8月 2.4×10-9 < 4.6×10-12 < 5.3×10-12 <1.3×10-11 < 7.3×10-12 < 4.1×10-11 3.6×10-11 < 2.5×10-11 

9月 5.5×10-9 < 7.7×10-12 < 6.0×10-12 < 1.5×10-11 < 8.7×10-12 < 4.8×10-11 1.5×10-11 < 3.2×10-11 

10月 4.8×10-9 < 5.6×10-12 < 6.8×10-12 < 1.5×10-11 < 8.6×10-12 < 4.8×10-11 1.2×10-11 < 3.1×10-11 

11月 4.6×10-9 < 5.1×10-12 < 5.9×10-12 < 1.4×10-11 < 8.2×10-12 < 4.0×10-11 7.6×10-11 < 2.8×10-11 

12月 2.6×10-9 < 5.4×10-12 < 5.7×10-12 < 1.5×10-11 < 8.0×10-12 < 4.6×10-11 3.6×10-11 < 2.9×10-11 

2018年 1月 3.2×10-9 < 6.2×10-12 < 7.2×10-12 < 1.8×10-11 <1.0×10-11 <5.3×10-11 2.8×10-11 < 3.0×10-11 

2月 4.3×10-9 < 5.7×10-12 < 6.7×10-12 < 1.6×10-11 < 9.4×10-12 < 5.5×10-11 1.2×10-10 < 3.5×10-11 

3月 6.6×10-9 < 4.5×10-12 < 5.1×10-12 < 1.3×10-11 < 7.8×10-12 < 4.7×10-11 7.7×10-11 < 3.8×10-11 

*東京電力福島第一原子力発電所事故に由来する放射性物質の影響を含む。 
 
 

表 2.4.2－6  大気塵埃（MS-3）中の放射性核種濃度 
（2017年度） 

採取年月 7Be 54Mn 60Co 95Zr 95Nb 106Ru 137Cs* 144Ce 単位 

2017年 4月 6.3×10-9 < 6.0×10-12 < 6.7×10-12 < 1.5×10-11 < 9.7×10-12 < 5.7×10-11 3.5×10-10 < 3.1×10-11 

Bq/cm3 

5月 4.7×10-9 < 6.2×10-12 < 7.8×10-12 < 1.8×10-11 < 1.2×10-11 < 5.7×10-11 8.8×10-10 < 3.4×10-11 

6月 3.4×10-9 < 4.6×10-12 < 5.3×10-12 < 1.3×10-11 < 7.7×10-12 < 4.5×10-11 1.2×10-10 < 2.4×10-11 

7月 2.7×10-9 < 5.7×10-12 < 6.6×10-12 < 1.7×10-11 < 9.5×10-12 < 6.0×10-11 7.9×10-10 < 3.1×10-11 

8月 2.3×10-9 < 5.3×10-12 < 5.6×10-12 < 1.4×10-11 < 7.7×10-12 < 5.0×10-11 8.2×10-10 < 2.6×10-11 

9月 5.4×10-9 < 5.8×10-12 < 7.1×10-12 < 1.5×10-11 < 9.6×10-12 < 5.4×10-11 6.9×10-11 < 2.9×10-11 

10月 5.0×10-9 < 5.8×10-12 < 6.7×10-12 < 1.6×10-11 < 9.1×10-12 < 5.5×10-11 2.1×10-10 < 3.5×10-11 

11月 4.2×10-9 < 4.6×10-12 < 5.3×10-12 < 1.3×10-11 < 7.7×10-12 < 4.5×10-11 5.3×10-11 < 2.4×10-11 

12月 2.6×10-9 < 5.7×10-12 < 6.8×10-12 < 1.5×10-11 < 9.7×10-12 < 5.4×10-11 8.1×10-11 < 2.9×10-11 

2018年 1月 3.2×10-9 < 5.7×10-12 < 6.5×10-12 < 1.8×10-11 < 1.1×10-11 < 5.4×10-11 6.7×10-11 < 3.0×10-11 

2月 4.4×10-9 < 6.0×10-12 < 6.8×10-12 < 1.6×10-11 < 9.4×10-12 < 6.0×10-11 1.2×10-9 < 5.0×10-11 

3月 6.6×10-9 < 4.6×10-12 < 5.0×10-12 < 1.4×10-11 < 8.2×10-12 < 4.6×10-11 4.1×10-10 < 2.8×10-11 

*東京電力福島第一原子力発電所事故に由来する放射性物質の影響を含む。 
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表 2.4.2－7  大気塵埃（MS-4）中の放射性核種濃度 

（2017年度） 
採取年月 7Be 54Mn 60Co 95Zr 95Nb 106Ru 137Cs* 144Ce 単位 

2017年 4月 5.7×10-9 < 6.0×10-12 < 6.6×10-12 < 1.5×10-11 < 8.8×10-12 < 5.3×10-11 5.3×10-10 < 3.7×10-11 

Bq/cm3 

5月 4.6×10-9 < 5.6×10-12 < 6.3×10-12 < 1.4×10-11 < 9.5×10-12 < 5.6×10-11 1.9×10-10 < 3.5×10-11 

6月 3.7×10-9 < 4.7×10-12 < 5.2×10-12 < 1.2×10-11 < 7.5×10-12 < 4.3×10-11 1.0×10-10 < 2.9×10-11 

7月 3.0×10-9 < 5.5×10-12 < 6.7×10-12 < 1.5×10-11 < 9.8×10-12 < 5.5×10-11 2.4×10-10 < 3.4×10-11 

8月 2.5×10-9 < 4.5×10-12 < 5.7×10-12 < 1.6×10-11 < 8.0×10-12 < 4.2×10-11 2.4×10-11 < 2.8×10-11 

9月 5.3×10-9 < 8.1×10-12 < 1.0×10-11 < 2.3×10-11 < 1.3×10-11 < 8.2×10-11 4.2×10-10 < 6.6×10-11 

10月 5.0×10-9 < 9.4×10-12 < 1.2×10-11 < 3.1×10-11 < 1.8×10-11 < 1.1×10-10 2.1×10-11 < 6.7×10-11 

11月 4.1×10-9 < 5.5×10-12 < 6.3×10-12 < 1.7×10-11 < 9.2×10-12 < 5.0×10-11 1.2×10-10 < 4.4×10-11 

12月 2.3×10-9 < 6.6×10-12 < 8.8×10-12 < 1.5×10-11 < 7.7×10-12 < 6.2×10-11 5.3×10-10 < 3.5×10-11 

2018年 1月 3.2×10-9 < 6.8×10-12 < 7.0×10-12 < 2.0×10-11 < 1.2×10-11 < 6.5×10-11 1.0×10-10 < 3.3×10-11 

2月 4.4×10-9 < 6.0×10-12 < 6.6×10-12 < 2.1×10-11 < 1.3×10-11 < 5.7×10-11 5.3×10-10 < 3.5×10-11 

3月 6.3×10-9 < 4.4×10-12 < 5.0×10-12 < 1.2×10-11 < 7.1×10-12 < 4.6×10-11 5.8×10-10 < 2.5×10-11 

*東京電力福島第一原子力発電所事故に由来する放射性物質の影響を含む。

排気・排水の 及び の化学分析

2017年度に原子力科学研究所の原子炉施設等から放出された排気・排水中の 89Sr及び 90Srの
放射能濃度を測定した。これらについて「発電用軽水型原子炉施設における放出放射性物質の測

定に関する指針」に記載された検出下限濃度を満足するように化学分析により求めた。結果を表

2.4.3－1に示す。 
排気中の 89Sr及び 90Sr並びに排水中の 89Srは，いずれの施設の試料からも検出されなかっ

た。一方，排水中の 90Srは JRR-3，再処理特別研究棟，第 2廃棄物処理棟，環境シミュレーシ
ョン試験棟及び解体分別保管棟の 5施設 6試料から検出された。ただし，これらの排水中の 90Sr
濃度は，排水に係る濃度限度を下回っていた。

（竹内 絵里奈） 
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表 2.4.3－1 排気及び排水中の 89Sr，90Sr放出濃度
（2017年度）

試料 施 設 名 
第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

単 位 
89Sr 90Sr 89Sr 90Sr 89Sr 90Sr 89Sr 90Sr 

排気 

ホットラボ 
主排気口 < 1.4 < 1.6 < 1.1 < 1.3 < 1.1 < 1.2 < 1.1 < 1.3 

μBq/m3 

副排気口 < 1.2 < 1.4 < 1.2 < 1.3 < 1.1 < 1.2 < 1.1 < 1.3 
JRR-2 < 7.1 < 8.1 < 5.5 < 6.2 < 5.8 < 6.5 < 5.3 < 6.1 
JRR-3 < 1.6 < 1.8 < 1.2 < 1.4 < 1.0 < 1.1 < 1.1 < 1.3 
JRR-4 < 5.5 < 6.3 < 5.6 < 6.4 < 6.3 < 7.0 < 5.4 < 6.2 
RI製造棟 < 5.3 < 6.1 < 5.6 < 6.4 < 6.2 < 7.1 < 5.4 < 6.2 
JRR-3実験利用棟（第 2棟） < 1.1 < 1.3 < 1.1 < 1.3 < 1.2 < 1.3 < 1.1 < 1.3 

再処理特別研究棟 
スタックⅠ < 0.69 < 0.78 < 0.88 < 0.99 < 0.72 < 0.81 < 0.70 < 0.80 
スタックⅡ < 0.68 < 0.78 < 0.87 < 1.0 < 0.70 < 0.80 < 0.70 < 0.80 

液体処理建家 < 49 < 57 < 35 < 39 < 36 < 42 < 40 < 46 
第 1廃棄物処理棟 < 2.4 < 2.8 < 2.6 < 3.0 < 2.4 < 2.7 < 2.6 < 2.9 
第 2廃棄物処理棟 < 0.58 < 0.66 < 0.58 < 0.66 < 0.54 < 0.62 < 0.59 < 0.68 
第 3廃棄物処理棟 < 2.5 < 2.8 < 2.8 < 3.3 < 2.4 < 2.8 < 2.5 < 2.9 
汚染除去場 < 30 < 34 < 35 < 41 < 36 < 41 < 59 < 68 
廃棄物安全試験施設 < 0.60 < 0.67 < 0.59 < 0.68 < 0.55 < 0.64 < 0.70 < 0.81 
環境シミュレーション試験棟 < 0.96 < 1.1 < 1.1 < 1.2 < 0.95 < 1.1 < 1.3 < 1.5 
NSRR < 3.8 < 4.4 < 3.7 < 4.3 < 2.5 < 2.9 < 2.7 < 3.0 
燃料試験施設試験棟 < 0.88 < 0.98 < 0.62 < 0.71 < 0.52 < 0.60 < 0.60 < 0.69 
NUCEF施設 < 0.92 < 1.0 < 0.71 < 0.82 < 0.51 < 0.59 < 0.60 < 0.69 
解体分別保管棟 < 3.0 < 3.4 < 2.9 < 3.4 < 2.7 < 3.2 < 3.1 < 3.5 
減容処理棟 < 2.9 < 3.3 < 2.9 < 3.3 < 2.6 < 3.0 < 2.8 < 3.2 

排水 

第 4研究棟 < 57 < 66 < 52 < 58 < 56 < 63 < 58 < 65 

μBq/cm3 

放射線標準施設棟 < 56 < 63 － － － － < 59 < 68 
JRR-1 < 56 < 65 < 53 < 60 < 54 < 61 < 57 < 66 
JRR-2 － － － － < 54 < 61 － － 
JRR-3 < 160 60 < 53 < 60 < 56 < 63 < 61 < 69 
JRR-4 － － < 52 < 59 < 56 < 63 < 57 < 66 
RI製造棟 － － < 160 < 55 － － － － 
JRR-3実験利用棟（第 2棟） － － < 51 < 58 < 57 < 66 － － 
再処理特別研究棟 － － － － － － < 340 560 
液体処理建家 － － － － < 150 < 61 < 57 < 66 
圧縮処理装置建家 － － － － － － － － 
第 1廃棄物処理棟 － － < 60 < 67 < 57 < 66 － － 
第 2廃棄物処理棟 < 410 850 － － － － < 220 170 
第 3廃棄物処理棟 < 57 < 65 < 60 < 67 < 54 < 61 < 58 < 65 
汚染除去場 － － － － < 140 < 57 － － 
廃棄物安全試験施設 － － < 53 < 62 － － － － 
環境シミュレーション試験棟 － － － － － － < 190 100 
NSRR < 55 < 62 < 58 < 66 < 56 < 63 < 57 < 66 
NUCEF施設 < 58 < 67 － － < 56 < 63 < 57 < 65 
解体分別保管棟 － － < 160 52 < 60 < 68 < 58 < 67 
減容処理棟 － － － － < 59 < 66 － － 

（注）表中の「―」は，分析試料がなかったことを示す。 
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原子力科学研究所構内の空間線量率分布

2011年 3月に発生した福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響により，原子
力科学研究所の構内における空間線量率のレベルは，事故以前と比較して上昇した。その空間線

量率の分布状況及び経時変化を把握するため，2011年 8月より構内の空間線量率測定を行ってい
る。本項では，2017年度に実施した測定結果及び測定開始からの推移を示す。 
(1) 測定場所，方法 
空間線量率の測定は，構内の路上及び林内並びに周辺監視区域境界付近の各場所から測定地点

を選定して実施された。測定には，NaI（Tl）シンチレーション式サーベイメータ（Aloka 社製
TCS-172）を使用し，地上高 1mにおいて時定数 10秒で測定を 3回実施し，その平均を求めた。 
(2) 測定結果 

2017年 12月の測定結果を，図 2.4.4－1に示す。2017年 12月の各測定地点における空間線量
率は概ね 0.1から 0.3 μSv/hであり，2016年 12月の測定結果と比べて大部分の測定地点で同程
度の数値を示した。2016年度までと同様に，国道 245号線沿いや地点 39において局所的に高い
値を示した。これは，環境省のガイドラインにあるように，雨水・排水が集まる場所，風雨等に

より泥・土等がたまりやすい場所，植物が生えている場所，放射性物質が付着しやすい構造物等

において観測される高い濃度の放射性物質の影響によるものである 1)。なお，福島第一原子力発

電所事故以前の構内の空間線量率は，原子力科学研究所の正門付近において今回と同様の方法で

測定した際には約 0.04μSv/hであった。 
測定を開始した 2011年 8月（一部，2012年 1月に測定した結果を含む。）から 2017年 12月
の測定結果について空間線量率の推移を図 2.4.4－2に示す。2011年 8月の結果（一部，2012年
1 月に測定した結果を含む。）と 2017 年 12 月の測定結果を比較すると，44%から 90%の空間線
量率の低下が確認され，全体平均で約 75%低下している。局所的に高い値を示した測定地点（地
点 4から 8，15，39）においても低下が確認されており，このうち国道 245号線沿いの測定地点
（地点 4，6 から 8）について，2016 年度に実施した周辺監視フェンスの新設工事により，土壌
が撹拌され表層土壌に沈着していた放射性セシウムが拡散したため，空間線量率が低下したこと

を確認している 2）。2017年 11月には，2016年度の測定で空間線量率が最も高かった地点 5周辺
の清掃を実施した。これにより地点 5 の空間線量率は，1.7µSv/h（2016 年 12 月測定）から
0.49µSv/h へと大きく減少した。地点 5 周辺は中央部分が窪んだ構造であり，堆積物が留まりや
すい環境であったため，他の地点に比べて高い空間線量率を示していたと考えられる。 

（川崎 将亜） 

参考文献

1) 環境省：放射性物質による局所的汚染箇所への対処ガイドライン, p.3 (2012). 
2) 原子力科学研究所放射線管理部：原子力科学研究所等の放射線管理（2016 年度），JAEA-

Review 2016-036, pp.71-73(2017). 
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2.5 個人線量の管理

 
外部被ばく及び内部被ばくによる個人線量の測定評価，記録の保管及び通知を行った。 
外部被ばくについては，原子力科学研究所並びに保安規定等に基づいて個人線量の測定等を依

頼された大洗研究開発センター，青森研究開発センター，播磨事務所及び J-PARCセンター（以
下「測定対象事業所」という。）において指定された放射線業務従事者を対象に線量の測定評価を

行った。2017年度の全対象実員は 6,671人（測定評価件数は 25,391件。以下，実員に続くカッ
コ書きは測定評価件数を示す。）であり，このうち，原子力科学研究所は 2,316人（7,850件）で
あった。 
内部被ばくについては，年度当初及び 3 月ごとに行った放射線作業状況調査等の結果，原子力
科学研究所において，内部被ばくが 3月間 2mSvを超えるおそれのある者はいなかった。また，
妊娠中の女子の測定は，14件であった。原子力科学研究所における入退域検査及び内部被ばくの
確認検査の 2017年度の件数は，それぞれ 65件及び 158件であった。臨時測定はなかった。 
外部被ばく及び内部被ばく線量の測定結果によると，原子力科学研究所での放射線作業に関し

て，保安規定等に定められた線量限度及び警戒線量を超える被ばくはなかった。2017年度におけ
る原子力科学研究所の放射線業務従事者の総線量，平均実効線量及び最大実効線量は，それぞれ

64.1人・mSv，0.03mSv及び 5.2mSvであった。また，測定対象事業所におけるこれらの線量は，
それぞれ 138.0人・mSv，0.02mSv及び 5.2mSvであった。 
原子炉等規制法関係及び放射線障害防止法関係の被ばく線量登録管理制度に基づいて実施した

個人被ばく線量等の放射線従事者中央登録センターへの登録，経歴照会等の件数は，原子力科学

研究所及び測定等を依頼された事業所のうち，当課での手続きを要しない播磨事務所及び J-
PARCセンターを除いた総数は，計 24,584件であった。 
また，東京電力福島第一原子力発電所事故の支援活動においては，車載型全身カウンタによる

福島県民の内部被ばく検査に協力した。なお，2012年度から続けてきた本検査は，年度当初の計
画に従い 2017年度をもって対応終了となった。
また， 2017年 6月 6日に発生した大洗研究開発センター燃料研究棟における汚染事故では，
作業員の外部被ばくの線量評価等について協力を行った。 

 （川崎 克也）
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外部被ばく線量の測定 
放射線業務従事者に対する外部被ばく線量の測定は，個人線量計により 3 月ごと（女子につい

ては 1月ごと）の 1cm線量当量（実効線量及び妊娠中の女子の腹部表面の等価線量）及び 70μm
線量当量（皮膚の等価線量）について実施した。眼の水晶体の等価線量については，1cm 線量当
量又は 70μm線量当量のうち大きい方の測定値を記録した。 
原子力科学研究所における外部被ばく線量の測定対象となる実員は 2,316 人（7,850 件）であ
り，妊娠中の女子は 4人（19件）であった。このうち，体幹部不均等被ばくが予想された 16人
（60件）については，不均等被ばく測定用の個人線量計により頭頸部の測定を行った。また，身体
末端部位の線量が最大となるおそれがあった 44人（92件）については，OSLリングバッジによ
り手先の測定を行った。個人線量計による測定が不可能な場合に行う推定評価の事例はなかった。

なお，保安規定等に定められた臨時測定基準に該当する事例はなかった。 
依頼により実施した原子力科学研究所以外の事業所分を合わせた外部被ばく線量測定評価件数

を表 2.5.1－1に示す。 
 （上野 有美） 

 
表 2.5.1－1 外部被ばく線量測定評価件数 

（2017年度） 
 事 業 所 

 OSLバッジ 不均等被ばく
測定用バッジ 

OSLリング
バッジ 

合 計  管理期間  
原
子
力
科
学
研
究
所 

第 1四半期 1,660 15 15 1,690 
第 2四半期 1,974 15 26 2,015 
第 3四半期 1,980 15 28 2,023 
第 4四半期 2,084 15 23 2,122 
年 間 7,698 60 92 7,850 

大洗研究開発センター（北） 2,561 0 8 2,569 
大洗研究開発センター（南） 2,712 0 80 2,792 
青森研究開発センター 197 0 0 197 

播磨事務所 149 0 0 149 
J-PARCセンター 11,241 0 0 11,241 
測定対象事業所以外 593 0 0 593 

全事業所 25,151 60 180 25,391 
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内部被ばく線量の測定 
原子力科学研究所における内部被ばくに係る放射線作業状況調査の結果，有意な内部被ばく線

量（3月間 2mSvを超える線量）を受けるおそれのある者はいなかったため，定期的に測定を必
要とする事例はなかった。また，妊娠中の女子のうち，内部被ばくの評価が必要な者は，3人
（14件）で計算により評価を行った。なお，臨時測定を必要とする事例はなかった。 
また，内部被ばく線量測定の対象とならなかった者のうち，内部被ばくがなかったことを確認

するための検査は，バイオアッセイ法により 31人（102件），体外計測法により 18人（56件）
について実施した。また，第 1種管理区域入域者の内部被ばくの有無を確認するために行う入退
域検査は，体外計測法により 44人（65件）について実施した。それぞれの検査の結果，内部被
ばく線量測定を必要とする事例はなかった。 
依頼を受け実施した原子力科学研究所以外の事業所分を合わせた内部被ばく線量測定及び検査

件数を表 2.5.2－1に示す。 
なお，大洗研究開発センター燃料研究棟における汚染事故に伴う作業員の内部被ばく線量の評

価は，被ばく医療上の処置として量子科学技術研究開発機構放射線医学総合研究所において実施

されたため，本報告には含まない。 
 （高橋 聖） 

 
表 2.5.2－1 内部被ばく線量測定及び検査件数* 

（2017年度） 

事 業 所 
線量測定 臨時測定 

内部被ばく検査 
入退域 
検査 

合 計 バイオ 
アッセイ 体外計測 

 管  理  期  間 
原
子
力
科
学
研
究
所 

第 1 四 半 期 5 0 30 12 2 49 
第 2 四 半 期 5 0 23 17 15 60 
第 3 四 半 期 4 0 28 14 23 69 
第 4 四 半 期 0 0 21 13 25 59 
年 間 14 0 102 56 65 237 

大洗研究開発センター（北） 0 0 28 43 47 118 
大洗研究開発センター（南） 4 0 0 218 552 774 
青森研究開発センター 0 0 0 0 0 0 

播磨事務所 0 0 0 0 0 0 
J-PARCセンター 0 0 88 56 0 144 
測定対象事業所以外 2 0 0 0 0 2 

全事業所 20 0 218 373 664 1,275 
* 大洗研究開発センター燃料研究棟における汚染事故に係る測定は含まない。 
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個人被ばく状況 
(1) 原子力科学研究所の被ばく状況 
実効線量に係る被ばく状況は，総線量が 64.1人・mSv，平均実効線量が 0.03mSv，最大実効線

量が 5.2mSv で，最大被ばく者は燃料試験施設等においてセル内除染作業等に従事した者の被ば
くであった。なお，有意な内部被ばくはなかった。原子力科学研究所における放射線業務従事者

実員，線量分布，総線量，平均実効線量及び最大実効線量について，四半期別及び作業者区分別

（職員等，外来研究員等，請負業者及び研修生に区分）に集計した結果を表 2.5.3－1及び表 2.5.3
－2に示す。 
皮膚の等価線量に係る被ばく状況は，総線量が 270.1mSv，平均線量が 0.12mSv，最大線量が

22.4mSv で，最大被ばく者は燃料試験施設等においてセル内除染作業等に従事した者であった。 
眼の水晶体の等価線量に係る被ばく状況は，総線量が 129.9mSv，平均線量が 0.06mSv，最大
線量が 9.9mSv で，最大被ばく者は燃料試験施設等においてセル内除染作業等に従事した者であ
った。 
これらの被ばくは，いずれも計画管理された作業によるものであった。 

(2) 測定対象事業所の被ばく状況 
依頼により実施した原子力科学研究所以外の事業所分を含めた放射線業務従事者実員，線量分

布，総線量，平均実効線量及び最大実効線量について，四半期別，作業者区分別及び事業所別に

集計した結果を表 2.5.3－3，表 2.5.3－4及び表 2.5.3－5に示す。 
 （上野 有美） 

 
表 2.5.3－1 実効線量に係る四半期別被ばく状況

（原子力科学研究所，2017年度） 

管理期間 

放射線業

務従事者 
実員

（人） 

線量分布（人） 

総線量 
（人・mSv） 

平均 
実効線量 
（mSv） 

最大 
実効線量 
（mSv） 

0.1mSv 
未満 

0.1mSv 
以上 

1mSv 
以下 

1mSv 
を超え 
5mSv 
以下 

5mSv 
を超え 
15mSv 
以下 

15mSv 
を超え 
るもの 

第 1四半期 1,508 
 
 

1,473   31  4  0  0   14.1 0.01 1.4 
第 2四半期 1,761 1,730   26  5  0  0   13.7 0.01 2.0 
第 3四半期 1,669 

 
1,622 

 
  36 

 
 11 

 
 0  0   31.6 

 
0.02 

 
2.7 

 
..7 
7 

第 4四半期 1,771 
 

1,745 
 
 

  26 
 

 0  0  0    4.7 
 

0.00 0.4 
 

年 間 * 
2,316 
(2,411) 

2,232 
(2,334) 

62 
(74) 

21 
 (3) 

 1 
 (0) 

 0 
 (0) 

  64.1 
  (23.5) 

0.03 
(0.01) 

5.2 
(1.2) 

* カッコ内の数値は，2016年度の値。 
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表 2.5.3－2 実効線量に係る作業者区分別被ばく状況 
（原子力科学研究所，2017年度） 

作業者区分* 

放射線業

務従事者 
実員

（人） 

線量分布（人） 

総線量 
（人・mSv） 

平均 
実効線量 
（mSv） 

最大 
実効線量 
（mSv） 

0.1mSv 
未満 

0.1mSv 
以上 

1mSv 
以下 

1mSv 
を超え 
5mSv 
以下 

5mSv
を超え 
15mSv 
以下 

15mSv 
を超え 
るもの 

職 員 等   676   658  15  3 0 0  10.1 0.01 2.2 

外来研究員

等 
  286   286   0  0 0 0   0.0 0.00 0.0 

請負業者 1,277 1,211  47  18 1 0  54.0 0.04 5.2 

研 修 生    84    84   0  0 0 0   0.0 0.00 0.0 

全作業者 2,316 2,232  62  21 1 0  64.1 0.03 5.2 

* 同一作業者が，当該年度中に作業者区分を変更した場合，作業者区分ごとに１人として集計した。 
 

 
 

表 2.5.3－3 実効線量に係る四半期別被ばく状況*1*2 
（測定対象事業所，2017年度） 

管理期間 

放射線業

務従事者 
実員

（人） 

線量分布（人） 

総線量 
（人・mSv） 

平均 
実効線量 
（mSv） 

最大 
実効線量 
（mSv） 

0.1mSv 
未満 

0.1mSv 
以上 

1mSv 
以下 

1mSv 
を超え 
5mSv 
以下 

5mSv
を超え 
15mSv 
以下 

15mSv 
を超え 
るもの 

第 1四半期 4,310 4,212  94   4  0  0  28.3 
 

0.01 1.4 
第 2四半期 5,111 5,002  96  13  0  0  44.4 0.01 2.3 

 第 3四半期 5,210 5,103  95  12  0  0  47.6 0.01 2.7 
 第 4四半期 5,557 5,471  86   0  0  0  17.7 0.00 0.6 

年 間*3 
6,671 

(6,562) 
6,405 

(6,277) 
227 

(272) 
 38 

 (12) 
 1 

 (1) 
 0 

 (0) 
138.0 

(106.9) 
0.02 

(0.02) 
5.2 

(5.7) 
*1 測定対象事業所以外での作業による被ばくを含む。 
*2大洗研究開発センター燃料研究棟における汚染事故に係る測定は含まない。 
*3 カッコ内の数値は，2016年度の値。 
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表 2.5.3－4 実効線量に係る作業者区分別被ばく状況*1*2 
（測定対象事業所，2017年度） 

作業者 
区分*3 

放射線業
務従事者 
実員
（人） 

線量分布（人） 

総線量 
（人・mSv） 

平均 
実効線量 
（mSv） 

最大 
実効線量 
（mSv） 

0.1mSv 
未満 

0.1mSv 
以上 

1mSv 
以下 

1mSv 
を超え 
5mSv 
以下 

5mSv
を超え 
15mSv 
以下 

15mSv 
を超え 
るもの 

職 員 等 1,203 1,163  36  4 0 0  17.1 0.01 2.2 

外来研究員

等 
1,927 1,901  20  6 0 0  17.4 0.01 2.8 

請負業者 3,484 3,284 171 28 1 0 103.5 0.03 5.2 

研 修 生    84    84   0  0 0 0   0.0 0.00 0.0 

全作業者 6,671 6,405 227 38 1 0 138.0 0.02 5.2 

*1 測定対象事業所以外での作業による被ばくを含む。 
*2大洗研究開発センター燃料研究棟における汚染事故に係る測定は含まない。 
*3同一作業者が，当該年度中に作業者区分を変更した場合，区分ごとに1人として集計した。 
 

表 2.5.3－5 実効線量に係る事業所別被ばく状況*1

（2017年度） 

事業所*2 
放射線業
務従事者 
実員
（人） 

線量分布（人） 

総線量 
（人・mSv） 

平均 
実効線量 
（mSv） 

最大 
実効線量 
（mSv） 

0.1mSv 
未満 

0.1mSv 
以上 

1mSv 
以下 

1mSv 
を超え 
5mSv 
以下 

5mSv
を超え 
15mSv 
以下 

15mSv 
を超え 
るもの 

原子力科学研
究所 2,316 2,232  62 21 1 0 64.1 0.03 5.2 

大洗研究開発 
センター（北）  857  845  12 0 0 0  1.8 0.00 0.3 
大洗研究開発 
センター（南）  782  708  71 3 0 0 25.0 0.03 1.5 
青森研究開発
センター   65   65   0 0 0 0  0.0 0.00 0.0 

播磨事務所   36   36   0 0 0 0  0.0 0.00 0.0 
J-PARC 
センター 3,388 3,292  82 14 0 0 47.1 0.01 2.8 

全事業所*3 6,671 6,405 227 38 1 0 138.0 0.02 5.2 

*1大洗研究開発センター燃料研究棟における汚染事故に係る測定は含まない。 
*2同一作業者が，当該年度中に事業所を変更した場合，事業所ごとに1人として集計した。 
*3測定対象事業所以外での作業による被ばくを含む。 
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個人被ばく線量等の登録管理

原子力関係法令に基づき，放射線業務従事者の被ばく記録の交付及び保管を行った。原子力科

学研究所における放射線業務従事者の外部被ばく測定記録及び内部被ばく測定記録については，

3 月ごと（女子については 1 月ごと）及び 1 年間の実効線量及び等価線量を算定し，個人線量通
知票を作成して放射線業務従事者本人へ交付するとともに，その記録を保管した。また，法令報

告用被ばく線量統計資料を作成し，関係箇所へ報告した。 
原子炉等規制法及び放射線障害防止法の適用を受ける事業者が参加して運用されている「被ば

く線量登録管理制度」に基づき，放射線従事者中央登録センターに対して，J-PARC センター及
び播磨事務所を除く測定対象事業所における放射線業務従事者に係る各種登録を行うとともに，

関係法令に定められている記録の引渡し規定に基づく指定解除者の放射線管理記録の引渡しを行

った。放射線従事者中央登録センターに対して 2017 年度に依頼を受け実施した測定事業所のう
ち，J-PARC センター及び播磨事務所を除く測定対象事業所分も含めた登録及び放射線管理記録
の引渡し件数の詳細を表 2.5.4－1に示す。 
なお，大洗研究開発センター燃料研究棟における汚染事故に伴う作業員の放射線管理記録につ

いては，配慮を要する個人情報となることから担当事業所となる大洗研究開発センターにて直接

対応することになった。よって，当該作業員の指定解除に係る記録等は，表中の引渡し件数には

含まれない。 
 （鈴木 武彦） 

 
表  2.5.4－1 登録及び放射線管理記録の引渡し件数* 
（J-PARCセンター及び播磨事務所を除く測定対象事業所，2017年度） 

管理期間  
登録データの種類 

第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 合  計 

規

制

法

関

係 
事 前 登 録 60 

 
 124   8 

  
 28  220   

指 定 登 録 742   820  973   1,366   3,901   

指 定 解 除 登 録 798   610  860   1,420  3,688   

個人識別変更登録 2   1   4   0   7   

手 帳 発 行 登 録 41  13   8   3   65  

定 期 線 量 登 録 4,028   0   0   0   4,028  
障
防
法
関
係 

個 人 識 別 登 録 191  191   99  188   669   

記 録 引 渡 登 録 798   610  860  1,420   3,688  

定 期 線 量 登 録 4,028  0  0   0   4,028  

経 歴 照 会 158  127  119  198  602 
指定解除者の放射線管理記録 
の引渡し 

798  610  860  1,420  3,688 

合 計 11,644 
 

 3,106  3,791  6,043  24,584 

* 大洗研究開発センター燃料研究棟における汚染事故に係る記録は含まない。 
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福島県民の内部被ばく検査対応

福島県では，東京電力福島第一原子力発電所事故による放射能汚染を踏まえ，将来にわたる県

民の健康不安の解消や健康管理の推進等を図ることを目的とした「県民健康管理調査」が実施さ

れている。 
当該調査の一環として，福島県からの要請に基づき，2011年 3月 11日時点での福島県内居住
者で，関東圏内への避難者を対象として，福島環境安全センター所有の「車載型全身カウンタ」

で福島県民の内部被ばく検査（以下「WBC検査」という。）を実施した。2017年度のWBC検
査の受検者数は，8月に 4人及び 9月に 2人の計 6人で，有意な内部被ばくはなかった。なお，
当課が係る本検査対応は，受検者数の減少による年度当初の計画に従い，2017年度をもって終了
となった。 

（鈴木 武彦） 
 

大洗研究開発センター燃料研究棟における汚染事故に伴う作業員の外部被ばく線量評価

(1) 概要 
2017年 6月 6日に大洗研究開発センター（北地区）燃料研究棟においてプルトニウム等による
汚染事故が発生し，作業員 5人が汚染した 1)。同センター環境監視線量計測課からの依頼により，

作業員の個人線量計による実効線量の測定及び体表面汚染からの皮膚の等価線量の評価を実施し

た。これらの結果，いずれの作業員も外部被ばく線量は記録レベル（0.1mSv）未満であった。 
(2) 外部被ばく実効線量 
作業員のうち 4 人については，着用していた OSL 線量計の測定の結果，1cm 線量当量は検出

下限値（0.1mSv）を下回っていた。残りの 1人の OSL線量計については，線量計ケース表面に
汚染が付着（最大 1,000Bq/cm2）し，その状態で約 1週間にわたって燃料研究棟管理区域内で保
管されていたことから，汚染による曝露の影響が認められた。241Am（γ線エネルギー59.5keV）
またはそれより低いエネルギーの光子をOSL線量計に基準照射した場合のCuフィルタ下の素子
の読取値に対する Alフィルタ下の素子の読取値の比は通常約 1.5以上となるが，汚染された OSL
線量計においてはこの比が約 0.5 となっており大きく異なっていた。よって当該作業員について
は OSL線量計による外部被ばく線量評価が不可能と判断した。外部被ばく線量評価は，同時に着
用していた電子線量計（EPD）の測定値（当該作業員の管理区域退出時の読取値）である 60µSv
を採用することとした。なお，EPD の測定可能エネルギー領域は 40keV 以上であるが，事故発
生場所のγ線スペクトルの測定の結果から，主要な外部被ばく源は 241Am の 59.5keV γ線であ
ることが確認されたため，EPDの測定値を採用することは妥当であると判断した。 
以上により，外部被ばくによる実効線量は，作業員 5人とも記録レベル未満と評価した。 

(3) 体表面汚染による皮膚の等価線量 
最も高い表面汚染が検出された作業員について，当該汚染からの皮膚の等価線量を以下の式に

より計算評価した。 
𝐻𝐻𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠 = 𝐶𝐶  𝑇𝑇  ∑ 𝑓𝑓i 

i
 𝐷𝐷i 
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ここで，Hskin は皮膚等価線量（mSv），C は検出された最大の表面汚染である 1,000Bq/cm2，

T は汚染発生から除染完了までの時間 7.67h，i は評価対象核種である 238Pu，239Pu，240Pu，241Pu，
242Pu，241Am，fi は核種 iの存在割合及び D i は核種 iの表面汚染から 70µm線量当量への線量換
算係数（mSv h-1 Bq-1 cm2）2)を示す。この結果，当該作業員の体表面汚染による皮膚の等価線量

は約 83µSvであった。また，量子科学技術研究開発機構放射線医学総合研究所へ搬送後に微量の
汚染が見つかったが，この汚染からの皮膚等価線量についても同様の方法で計算評価した結果は

約 0.11µSvであった。 
以上により，体表面汚染による皮膚の等価線量は記録レベル未満と評価した。 

(4) まとめ 
本事故事象では，個人線量計が表面汚染による長時間の曝露のため線量計が異常値を示したこ

とから，通常の方法による線量の評価が不可能となった。汚染による被ばく事故時の線量評価に

おいては，線量計の測定値に対する汚染の寄与に配慮し，線量計の各素子の相対値の挙動に注意

すべきであることが教訓となった。 
1) 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構: 大洗研究開発センター燃料研究棟における汚染に
ついて，(2018)．

2) D. Delacroix et al.: Radionuclide and Radiation Protection Data Handbook 2nd Edition 
(2002), Radiation Protection Dosimetry, vol.98, no.1, pp.9-168 (2002). 

（高橋 聖）
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2.6 放射線測定器の管理 
 
サーベイメータ，環境放射線モニタ，施設放射線モニタ等の放射線計測器の維持管理として，

定期点検，校正，故障の修理等を行った。また，2017年度には，過去 15年分のサーベイメータ
の故障要因を洗い出し解析し故障統計にまとめ，適切な機器の使用方法と併せて所内イントラに

公開する故障防止改善を実施した。 
 （川崎 克也） 

サーベイメータ等の管理 
原子力科学研究所，原子力緊急時支援・研修センター，J-PARCセンター，播磨事務所，青森研
究開発センター及び福島環境安全センターで使用しているサーベイメータ等の校正を実施した。

2017年度の原子力科学研究所で保有するサーベイメータの校正台数は，延べ 917台であった。こ
れらの内訳を表 2.6.1－1に示す。また，ガラス線量計等の基準照射を 672個実施した。さらに，
2017年度には，直近 15年間のサーベイメータの故障要因を機種別に洗い出して解析を行い，適
切な機器の使用方法と併せて故障統計を所内イントラに公開する故障防止改善策を講じた。 

 （増山 康一） 
 

表 2.6.1－1 サーベイメータ等保有台数及び校正台数 
（原子力科学研究所，2017年度） 

サーベイメータ等の種類 保有台数* 校正台数* 
GM管式サーベイメータ 197 175 
GM管式サーベイメータ（高線量率用） 14 13 
GM管式表面汚染検査計 335 302 
NaIシンチレーション式サーベイメータ 48 23 
ZnSシンチレーション式表面汚染検査計 187 163 
プラスチックシンチレーション式サーベイメータ（γ線用） 38 33 
シンチレーション式表面汚染検査計（α，β線用） 15 4 
中性子レムカウンタ 46 40 
電離箱式サーベイメータ 106 89 
比例計数管式サーベイメータ（中性子線用） 7 3 
比例計数管式表面汚染検査計（α，β線用） 17 12 
比例計数管式表面汚染検査計（3H，14C用） 8 8 
アラームメータ 17 17 
電子式ポケット線量計（γ線用） 28 28 
電子式ポケット線量計（中性子線用） 7 7 

合 計 1,070 917 
* 保有台数及び校正台数は，線量管理課以外の課室の所管分を含む台数である。
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放射線モニタ等の管理

(1) 環境放射線モニタの維持管理 
原子力科学研究所内及び東海村内に設置されている環境放射線モニタについて，定期点検・校

正を実施した。 
(2) 施設放射線モニタの維持管理 
原子力科学研究所各施設の放射線モニタについて，定期点検・校正を実施した。原子炉施設の

放射線モニタについては，施設ごとに原子力規制委員会による施設定期検査を受検した。 
表 2.6.2－1に 2017年度の放射線モニタ等（環境放射線モニタを含む。）の保有台数及び校正台

数を示す。 
（仁平 敦） 

 
 

表 2.6.2－1  放射線モニタ等の保有台数と校正台数 
（原子力科学研究所，2017年度） 

モニタ等の種類 保有台数 校正台数 
排気ダストモニタ 63 63 
室内ダストモニタ 57 57 
Puダストモニタ 12 12 
可搬型ダストモニタ 54 54 
排気ガスモニタ 20 20 
室内ガスモニタ 15 15 
可搬型ガスモニタ 22 22 
γ線エリアモニタ 161 161 
可搬型γ線エリアモニタ 73 71 
中性子線エリアモニタ 36 36 
非常用モニタ 6 6 
ハンドフットクロスモニタ（α線用） 1 1 
ハンドフットクロスモニタ（β線用） 45 45 
ハンドフットクロスモニタ（α線・β線用） 26 25 
環境用γ線モニタ 
（モニタリングステーション・ポスト） 18 18 

環境用中性子線モニタ 3 3 
環境用ダストモニタ 4 4 
排水モニタ 2 2 

合         計 618 615 
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2.7 校正設備・管理試料計測の管理 
 
放射線標準施設棟（FRS）に設置されているγ線照射装置，Ｘ線照射装置，各種 RI線源の維

持管理を行い，放射線管理用モニタ，サーベイメータ，線量計等の校正及び特性試験に供した。

また，ファン・デ・グラーフ型加速器の運転及び維持管理を行った。

FRSでは，研究開発を目的とした原子力機構内への施設利用及び原子力機構外への施設供用
を実施している。2017年度の原子力機構内外の延べ利用件数は 9件であり，2016年度の 18件
と比較して半減した。2017年度の利用件数の内，原子力機構内の延べ利用件数は 4件であっ
た。原子力機構外利用については，成果公開型の施設供用が 4件，成果非公開型の施設供用が 1
件であり，成果非公開型が大きく減少した。γ線校正場の基準空気カーマ率を維持することを目

的として，基準空気カーマ率計を使用して放射線場の確認測定を行い，線量計校正に供される基

準設定時の値と比較し，1%程度以内で一致することを確認した。RI速中性子校正場の基準量の
定期的な確認測定として，241Am-Be 37 GBq線源からの中性子フルエンス率の確認測定を行
い，変化がないことを確認した。 
アジア太平洋州における放射線防護計測の中核施設としての役割を果たすため，タイ王国原子

力技術研究所から研究生を受け入れてＸ線校正場構築に係る技術指導を行うとともに，フィリピ

ン共和国原子力研究所からの要請を受けた国際原子力機関（IAEA）からの依頼に基づき，中性
子線量計校正に係る研修生指導及び評価を行った。 
原子力科学研究所における施設及び環境の放射線管理に必要な試料， 東京電力福島第一原子
力発電所事故関連試料等について，放射能の測定評価（測定件数 14,758件）を行った。これら
の測定に用いる放射線管理用試料集中計測システムの維持管理を行うとともに，Ge半導体検出
器 5台，α／β線測定装置 2台，液体シンチレーションカウンタ 2台の定期校正を行った。東京
電力福島第一原子力発電所事故支援活動としては，公益財団法人海洋生物環境研究所がサンプリ

ングした海域モニタリング試料（海底土）のγ線スペクトル測定（測定件数 81件）を行った。 
2018年 3月に，集中計測システムのリース契約期間の満了に伴う更新を行った。この更新で
は，ハードウェア及びソフトウェアを一新するとともに，測定装置台数の見直しを検討し，γ線

スペクトル測定装置の減数（8台から 6台へ）及びβ線スペクトル測定装置の集中計測システム
からの切り離しを行った。 

IAEAが測定専門機関を対象として実施する海水のγ線測定に係るプロフィシエンシーテスト
（分析機関の技術的能力を確認・向上するための技能試験）を2016年度に引き続いて受験し，
各試験項目（Accuracy，Precision及びTrueness）が採点され，そのすべてにおいて合格し，性
能評価基準に基づく最終評価としてAcceptedと判断された。 

 （大石 哲也） 
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放射線標準施設棟における校正設備の管理

放射線防護用測定機器の校正，特性試験，施設供用に用いる放射線標準場を提供するため，放

射線標準施設棟に設置されているファン・デ・グラーフ型加速器，γ線照射装置，RI中性子線照
射装置，Ｘ線照射装置等の校正設備機器を維持・管理している。γ線標準及び RI中性子標準につ
いては，年に一度以上の基準量の確認測定を実施している。基準量確認測定で得られた測定結果

をもって，放射線管理業務の品質保証に資するものである。γ線標準の維持については，校正場

の基準空気カーマ率を維持することを目的として，基準空気カーマ率計を使用した放射線場の定

期的な確認測定を 2016 年度に引き続き行った。確認測定の結果，線量計校正に供される基準設
定時の値と比較し，1%程度以内で一致した。RI速中性子校正場について，2017年度は，241Am-
Be 37 GBq線源 2個（旧及び新線源）について，基準量である中性子フルエンス率の確認測定を
行った。得られた中性子フルエンス率の結果は，前回の結果と比較して旧線源で 0.5%，新線源に
ついては 0.2%以内で一致した。基準検出器の中性子感度は 2.2%以内で決定できること，及び中
性子放出率の不確かさが 1.6%であることを考慮すると，RI 速中性子校正場における基準量に変
化がない，と考えられる。 
放射線校正場及び校正技術に係る人材育成の観点から，放射線標準施設棟がアジア太平洋州に

おける放射線防護計測の中核施設としての役割を継続的に果たすため，研究員受入れ及び相互比

較を継続して実施した。2017年度は，文部科学省原子力研究交流制度に基づき，タイ王国原子力
技術研究所から研究生を受け入れ，Ｘ線校正場構築に係る技術指導を実施した。また，フィリピ

ン共和国原子力研究所からの要請を受けた，国際原子力機関（IAEA）からの依頼に基づき，中性
子校正場における中性子線量計校正に係る研修生指導及び評価を行った。 
原子力機構内外から依頼のあった施設供用及び原子力機構内利用の件数は合計で延べ 9 件であ
り，その内訳を表 2.7.1－1 に示す。原子力機構内外の延べ利用件数は，昨年度の延べ件数 18 件
と比較して半減した。原子力機構外利用については，成果公開型の施設供用が 3 件，成果非公開
型の施設供用が 1件であった。 
2017年度の加速器を含む照射装置及び単体線源の使用時間を表 2.7.1－2に示す。延べ運転時間
は 3,182時間であった。 2016年度と比較すると，同程度の利用実績であった。校正設備利用の
観点では，線量管理課（放射線管理用モニタ及びサーベイメータの校正）以外の試験依頼を受

け，電子式個人線量計，TLD等の照射及び性能試験を合計 1,875台（個）実施した。 
 （古渡 意彦） 
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表 2.7.1－1 原子力機構内外からの施設供用等の件数 
（2017年度） 

線種 
利用区分 

加速器 
中性子 

加速器 
γ線 

RI 
中性子 

γ線 Ｘ線 β線 合計 
(課題数) 

原子力機構内 0 0 0 4 0 0 4(3) 

原子力機構外 3 1 0 0 1 0 5(4) 

合 計 3 1 0 4 1 0 9(7) 

 
 

表 2.7.1－2 照射装置等及び単体線源の使用時間内訳 
（2017年度） 

照射装置等及び単体線源 年間使用時間（ｈ） 
ファン・デ・グラーフ型加速器 524 
中軟Ｘ線照射装置 185 
軟Ｘ線照射装置 0 
極低レベルγ線照射装置 61 
低レベルγ線照射装置 267 
中レベルγ線照射装置 58 
2πγ線照射装置 68 
GM簡易校正器 1 
単体β線源（90Sr，204Tl等） 39 
単体γ線源（60Co，137Cs等） 367 
単体中性子線源（252Cf，241Am-Be等） 1,612 

合 計 3,182 
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 放射線管理試料の計測
原子力科学研究所における施設及び環境の放射線管理に必要な試料，並びに東京電力福島第一

原子力発電所事故関連試料等について，放射能の測定評価を実施した。また，放射線管理用試料

集中計測システム（以下「集中計測システム」という。）を構成する各種測定装置の校正試験及び

保守点検を実施するとともに，リース契約期間の満了に伴って集中計測システムの更新を行った。 
(1) 放射線管理試料等の測定 
集中計測システムで実施した 2017年度の放射線管理用試料等の測定は，測定件数が 14,758件，
測定時間が延べ 17,493 時間であった。2017年度の試料測定の件数及び時間について，試料分類
別の内訳を表 2.7.2－1に示す。 
(2) 装置のトラブル等 
集中計測システムのトラブルは 7件発生し，延べ 10,697時間停止した。その停止時間のほとん
どが，γ線スペクトル測定装置 GE-6及びβ線スペクトル測定装置 SBB-1の故障並びに全α・β
放射能測定装置 GR-1及び GR-2の異常な計数率の上昇によるものであった。GE-6は分解能が悪
化したが，使用年数が少ないため（2011 年度整備），修理後に予備品として用いる予定である。
SBB-1 は近年の使用実績が無いことから，運用終了を検討中である。GR-1 及び GR-2 の異常な
計数率の上昇は，測定装置のソフトウェアのバグ（ある操作により，ディスクリ設定が意図せず

変化する不具合）が原因であることが判明し，適切な設定により正常に復帰した。この他，試料

計測室内の各装置の温度環境を一定に保持するために常時稼動させている全 5 台の空調機のうち，
設置からの経過年数が長く劣化が著しいもの 2 台の更新を行った。これにより，2016 年度及び
2017年度の 2年間に渡って実施してきた試料計測室の全空調機の更新が終了した。 
(3) 測定装置の校正 
γ線スペクトル測定装置 5台（GE-1，2，4，7及び 8），全α・β放射能測定装置 2台（GR-1
及び 2）及び低エネルギーβ放射能測定装置 2台（LS-1及び 2）について，それぞれ校正試験を
実施した。この他，面状線源校正用 2π計数システムの多心線型大面積 2π比例計数管の特性確認
試験を実施した。この 2π比例計数管を用いて，放射能測定装置及び放射線モニタの校正に使用
する標準線源の 2π放出率測定を 36件（J-PARCセンター分 5件を含む）実施した。 
(4) 東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う試料測定 
東京電力福島第一原子力発電所事故支援として，公益財団法人海洋生物環境研究所がサンプリ

ングした海域モニタリング試料（海底土）のγ線スペクトル測定を実施した。全測定件数は 81件
で，測定時間は延べ 1,801時間であった。 
(5) 集中計測システムの更新 

2018 年 3 月に，集中計測システムのリース契約期間の満了に伴う更新を行った。この更新で
は，データ収集用サーバ，解析用パソコン，γ線スペクトル測定用多重波高分析器等のハードウ

ェア及びソフトウェア（Windows OS，特注の測定・解析用プログラム等）を一新した。この更新
に先立って，近年の測定装置の使用実績を踏まえた測定装置台数の見直しを検討し，γ線スペク

トル測定装置の減数（8 台から 6 台へ）及びβ線スペクトル測定装置の集中計測システムからの
切り離しを決定した。リース対象物品の見直しや入札効果により，契約金額を旧リース契約から

約 2割削減することができた。 
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旧システムでは Web ブラウザを用いた試料情報登録であった点を，新システムでは専用プログ

ラムを用いた登録に変更した。これにより，懸案事項であった，Web ブラウザのバージョンアッ

プに起因する不具合を解消できた。また，測定の方法を示す「測定種別」を見直し（全α・β放射

能測定装置用として「α＋β」を追加，低エネルギーβ放射能測定装置用として従前の「Lsc」1
種類から「Lsc（H）」，「Lsc（C）」及び「Lsc（H+C）」の 3 種類へと変更），測定依頼者からの依

頼内容を測定担当者が明確に判別できるように改善した。さらに，測定依頼者が機構内ネットワ

ークを介してダウンロード可能な測定結果として，要望が多かったγ線スペクトル図（PDF 形式）

及びスペクトルチャネルデータ（CSV 形式）を追加した。また，γ線スペクトル測定に係る自己

吸収補正及びサム効果補正については，特注プログラムの中でシームレスに実施できるようにな

り，従前と比較して操作性が向上した。 
 (6) その他 

国際原子力機関（IAEA）が測定専門機関を対象として実施する海水測定に係るプロフィシエン

シーテスト（分析機関の技術的能力を確認・向上するための技能試験）を 2016 年度に引き続き受

験し，IAEA から供給された海水試料中の 60Co，134Cs 及び 137Cs を測定・分析し，その放射能濃

度と不確かさを結果として報告した。それぞれの核種について各試験項目（Accuracy，Precision
及び Trueness）が採点され，そのすべてにおいて合格し，性能評価基準に基づく最終評価として

Accepted と判断された。 
 （深見 智代，阿部 琢也） 

 
                     表  2.7.2－1  各種放射線管理試料の測定内訳 

（2017 年度） 

試料分類 
α／β放射能 低ｴﾈﾙｷﾞｰβ放射能 γ線スペクトル β線スペクトル

件数 時間（h） 件数 時間（h） 件数 時間（h） 件数 時間（h） 

施設管理 3,966 678.3 0 0.0  3,225 1,791.7 0 0.0  

環境管理 836 328.0 411 2,136.0 382 4,035.6 0 0.0  

機器管理 2,654 1,409.2 68 452.2 2,442 4,040.1 0 0.0  

福島原発

事故関連
0 0.0  0 0.0  81 1,800.6 0 0.0  

そ の 他 654 697.8 0 0.0  39 123.4 0 0.0  

合  計 8,110 3,113.4 479 2,588.2 6,169 11,791.4 0 0.0  
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2.8 技術開発及び研究 

 
放射線管理部では，放射線管理業務のより効率的かつ迅速な遂行や管理技術の向上及び放射線

計測技術，分析測定技術の高度化を目指した研究・技術開発を実施している。2017 年度に実施し

た主な技術開発及び研究は以下のとおりである。 

（大石 哲也） 
 

尿中プルトニウム迅速分析法

(1) はじめに 
放射性物質の取り込み等の緊急時には，作業者の内部被ばく線量評価が求められる。作業者が

プルトニウム（Pu）を摂取した場合，尿及び糞試料を用いたバイオアッセイ法により内部被ばく

線量評価が実施される。通常のPu分析では，煩雑な化学分離及び長期間の放射能測定が必要であ

るため，迅速性に欠ける。本研究では，試料採取が比較的容易である尿試料を対象とし，UTEVA
レジンを用いた迅速な化学分離と誘導結合プラズマ質量分析計（ICP-MS）によるPu測定を組み

合わせた尿中Pu迅速分析法を開発した。 
(2) 実験 

(a) 測定装置 
Pu 濃度測定には，導入系にマイクロフローネブライザー，光学系には高感度仕様の s-レン

ズを接続した ICP-MS（Agilent8800x）を用い，Agilent Technologies 社製チューニング溶液

を用いたオートチューニングにより測定条件を決定した。この条件下における Pu 測定時の

238UH+生成率は 10-4程度であった。 
(b) 試薬 
実験には 18.2MΩ以上の超純水，電子工業用の HNO3及び特級化学試薬を用いた。Pu の分

離には，UTEVA レジン（2mL カートリッジ）を用い，分離時間を短縮するために，Eichrom
社製の真空吸引システムを用いた。 
(c) 化学分離法の検討 

尿中 Pu の化学分離法を開発するにあたり，尿中 Pu と化学収率補正用トレーサー（242Pu）
間の同位体交換，UTEVA レジンによる Pu 分離・精製時のリン酸イオンのマスキング及びウ

ラン（U）の除去率について検討した。 
(d) 尿中 Pu 分析法 

 本研究で検討した分析法を図 2.8.1－1 に示す。1 日分の尿試料（1.2L から 1.6L）に化学収

率補正用トレーサーとして 242Pu を添加し，NaOH を添加して 0.2M NaOH 溶液とし，ホット

プレート（250℃）上で 1 時間加熱後，HNO3により pH = 1 とする。次に，NH4OH で pH を

約 8.5 に調製して Pu をリン酸塩で共沈し，1 時間静置後，デカンテーション及び遠心分離によ

り上澄みと沈殿を分ける。HNO3を加えて沈殿を溶解し，H2O2を加え，蒸発乾固手前まで濃縮

する。事前に U を除去した 2M Al(NO3)3 − 4 MHNO3 20mL と NaNO2を加え，加熱後，放冷

する。0.45μm孔のメンブレンフィルタでろ過後，UTEVA レジンにより Pu を分離する。
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UTEVA レジンを 0.02M HNO3 20mL で洗浄，4M HNO3 10mL でコンディショニング後，試

料を導入する。その後，UTEVA レジンを 4M HNO3 10 mL で洗浄後，0.01M アスコルビン

酸 − 4M HNO3 20mL により Pu を溶離する。得られた溶離液に H2O2を加えて蒸発乾固し，

1M HNO3に溶解後，0.45μm孔のメンブレンフィルタでろ過し，測定溶液とする。ICP-MS に

よる Pu 測定は，single MS−no gas モードで実施し，m/z=239, 242 の積算時間は 20 秒とす

る。 
(e) 妥当性評価 

合成尿（5% HNO3溶液，1.6L）を 4 試料準備し，3 試料に既知量の 239Pu を加え，残る 1 試

料は実験ブランクとした。また，U の除去率を評価するため，全 4 試料に既知量の U を添加し

た。一晩放置後，図 2.8.1－1 の手法によりそれぞれの試料中 Pu を分析し，その妥当性を評価

した。 
(3) 結果と考察 

(a) Pu の化学分離法 
5%HNO3溶液の状態で加熱後，リン酸塩により尿中 Pu を共沈した場合，239Pu の測定値が

添加量と一致しない場合があり，Pu の同位体交換が不十分であることが示唆された。一方，

0.2M NaOH 溶液の状態で加熱し，HNO3により pH = 1 とした後，リン酸塩で Pu を共沈した

場合，239Pu の測定値が添加量と一致したことから，Pu が同位体交換されていることが確認さ

れた。また，共存するリン酸イオンが UTEVA レジンへの Pu 抽出を妨害することが知られて

いるが，Al をリン酸イオンと同程度のモル数添加することで Pu の回収率を向上させることが

できた。 
(b) 妥当性評価 

本手法の妥当性を評価した結果を図 2.8.1－2 に示す。239Pu の測定値は，添加量と誤差範囲

（1σ）内で一致し，その妥当性が確認された。Pu 回収率は平均 73%，U の除染係数は平均 1.8
×103 であった。実験ブランクの標準偏差の 3σから見積もった 239Pu の検出限界値は 0.25pg/
尿試料であった。また，本手法による尿試料からの Pu 分離・精製及び ICP-MS による Pu 測定

に要した時間は，15 時間程度であった。 
 （富田 純平）  
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尿試料（1日分, 1.2-1.6 L）

上澄み

+NaOH（0.2 M NaOH溶液に調製）
+H2O2，加熱（1時間）
+HNO3（pH = 1に調製）
+NH4OH（pH > 8.5に調製）
かく拌（10分），静置（1時間）
デカンテーション，遠心分離

リン酸塩

+HNO3，H2O2，濃縮

+Al(NO3)3
+NaNO2，加熱

ろ過（0.45 µm孔）

UTEVA

0.02 M HNO3

4 M HNO3

廃液

4 M HNO3
0.01 M アスコルビン酸

ー 4 M HNO3

ICP-MS測定

蒸発乾固（+H2O2）

+ 1 M HNO3
+H2O2，加熱

ろ過（0.45 µm孔）

図 2.8.1－1 尿中 Pu分析法の実験スキーム 
 
 
 
 
 

図 2.8.1－2 妥当性評価結果 
 

ブランク 1 2 3

1 2 3

平均（73％）

実験ブランクから求めた
検出限界値（0.25 pg）

添加量（±1σ）

測定値 回収率
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市販 半導体検出器のγ線スペクトロメータとしての特性評価 
(1) はじめに 
東京電力福島第一原子力発電所事故に代表される大規模な原子力災害においては，環境中に

様々な放射性物質が放出され，これにより空間線量率が上昇することが想定される。このような

事故環境下においてγ線スペクトルを測定することは，内部被ばくの防護に必要な放出核種の同

定を可能とするためには必須となる。また，モニタリングポストやサーベイメータで測定された

空気カーマ率や周辺線量当量率から，外部被ばく線量（実効線量）を精度よく評価するために必

要な基礎データとなる。そこで，市販の CdZnTe半導体検出器（英国 Kromek社製 GR-1）につ
いて，γ線スペクトル測定器としての性能を放射線標準施設棟（FRS）のγ線校正場において評
価した。 なお，GR-1の特徴として，冷却が不要，高いエネルギー分解能，10mm3の比較的大き

な有感体積，ノート型パソコンから給電及び制御可能，軽量で可搬性に優れる等が挙げられ，原

子力災害時の環境中におけるγ線スペクトルの測定に当該検出器の利用が有効であると期待され

ている 1)。 
まず，GR-1のγ線入射方向に対する依存性を評価するために，検出器の入射面（0度方向）に

対する線源の方向を 0 度から±180 度までの間で変化させ，それぞれのγ線入射方向における光
電ピークの計数を測定した。試験においては， 242keV から 662keV までのエネルギー範囲の
137Cs及び 226Ra線源からのγ線を用いた。それぞれの方向からγ線が入射したときの光電ピーク
計数を 0 度方向から入射したときの計数で規格化して得たピーク効率の比について，γ線入射方
向依存性を評価した結果を図 2.8.4－1に示す。図より，242keV以上のγ線に対しては，±135度
までの範囲でピーク効率の低下は 15%以内であることがわかった。この角度の範囲は，全方位の
約 85%をカバーできることから，γ線の入射方向が 180度方向付近に限られるような特殊な環境
を除き，GR-1がγ線スペクトルの測定に適用できることが示唆された。 
次に，GR-1によるγ線スペクトルの測定可能空気カーマ率範囲を評価するために，137Cs及び

60Co線源を用いたγ線校正場において試験を行った。校正位置に GR-1を設置し，測定された波
高分布にアンフォールディング処理 2)を適用することによりγ線スペクトルを導出した。そして，

γ線スペクトルに ICRP Publication74 に記載されている光子フルエンスから空気カーマへの換
算係数を乗ずることにより，空気カーマ率の測定値を導出し，試験実施日の校正位置における空

気カーマ率の基準値と比較した。基準空気カーマ率を横軸として，基準値に対する測定値の比を

縦軸に表した結果を図 2.8.4－2に示す。図より，線源となる核種が 137Cs及び 60Coの環境におい
ては，GR-1を用いることにより，200μGy/h以下の空気カーマ率でγ線スペクトルを精度よく測
定できることが確認された。 

 （谷村 嘉彦） 
参考文献 
1) Kurosawa, T. et al.: Field photon energy spectra in Fukushima after the nuclear accident, 

J. Nucl. Sci. Technol., vol.51, no.5, 2014, pp.730-734. 
2) 谷村嘉彦 他: 福島周辺の家屋の内外におけるγ線スペクトルの評価, 保健物理学会誌, 

vol.51, no.3, 2016, pp.141-146. 
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図 2.8.4－1  CdZnTe 検出器のピーク効率の比のγ線入射方向依存性 

 

 
図 2.8.4－2 空気カーマ率の基準値に対する測定値の比と基準空気カーマ率の関係 
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3．播磨事務所の放射線管理 
 
播磨事務所における個人被ばくの管理，放射線測定機器の維持管理等の業務を 2016年度に引
き続き実施した。 
放射線業務従事者の線量については，実効線量及び等価線量ともに，線量限度及び警戒線量を

超える被ばくはなかった。2017年度における放射線業務従事者の実効線量は，検出下限線量未
満であった。 
関係規程等の制改定については，2017年 7月に播磨事務所エックス線装置保安規則の一部改
正を行った。 

 （影山 裕一） 
 
 

3.１ 個人線量の管理 

 
播磨事務所においては，2017年度は年間 36人の放射線業務従事者を対象に外部被ばく線量の

管理を実施した。このうち，女子の放射線業務従事者は 1人であった。また，体幹部の不均等被
ばく測定対象者はいなかった。なお，播磨事務所における管理区域は，放射性物質による汚染の

管理を必要としない区域であることから，内部被ばくに係る測定は実施していない。 
放射線業務従事者の実効線量に係る被ばく状況について，管理期間別及び作業者区分別に集計

した結果を表 3.1－1，表 3.1－2に示す。 
 （影山 裕一） 
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表 3.1－1 実効線量に係る四半期別被ばく状況 
（2017年度） 

管理期間 

放射線業

務従事者 
実員

（人） 

線量分布（人） 

総線量 
（人・mSv） 

平均 
実効線量 
（mSv） 

最大 
実効線量 
（mSv） 

0.1mSv 
未満 

0.1mSv 
以上 

1mSv 
以下 

1mSv 
を超え 
5mSv 
以下 

5mSv
を超え 
15mSv 
以下 

15mSv 
を超え 
るもの 

第 1四半期 35 35 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 

第 2四半期 35 35 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 

第 3四半期 36 36 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 
第 4四半期 35 35 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 
年 間 36 36 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 

 
 

表 3.1－2 実効線量に係る作業者区分別被ばく状況 
（2017年度） 

作業者区分 

放射線

業務 
従事者 
実員

（人） 

線量分布（人） 

総線量 
（人・mSv） 

平均 
実効線量 
（mSv） 

最大 
実効線量 
（mSv） 

0.1mSv 
未満 

0.1mSv 
以上 

1mSv 
以下 

1mSv 
を超え 
5mSv 
以下 

5mSv
を超え 
15mSv 
以下 

15mSv 
を超え 
るもの 

職 員 等 27 27 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 

外来研究員等 4 4 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 

請負業者 5 5 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 
研 修 生 0 0 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 

全作業者 36 36 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 
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3.2 放射線計測器の管理 
 
放射線測定機器について日常点検，定期点検及び校正を行うとともに，故障修理等の維持管理

に努め，円滑な運用を図った。サーベイメータの種類別保有台数，校正台数を表 3.2－1に示
す。 

 （影山 裕一） 
 
 

表 3.2－1 放射線測定機器の保有台数及び校正台数 
 （2017年度） 

サーベイメータの種類 保有台数 校正台数 
ZnSシンチレーション式表面汚染検査計 2 2 
GM管式表面汚染検査計 3 3 
NaIシンチレーション式サーベイメータ 2 2 
電離箱式サーベイメータ 1 1 
中性子レムカウンタ 1 1 

合 計 9 9 
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４．青森研究開発センターの放射線管理 

 
 
青森研究開発センターでは，原子炉等規制法等に基づく原子炉施設として，関根浜附帯陸上施

設である，燃料・廃棄取扱棟，保管建屋及び機材・排水管理棟（これらの施設を総称し，以下「関

根浜施設」という。）がある。また，核燃料物質使用施設（政令 41条非該当）及び放射性同位元
素の使用施設である大湊施設がある。これら施設の放射線管理，個人被ばくの管理，環境放射線

（能）の管理，放射線計測器の維持管理，各種放射線管理記録の報告等，保安規定等に基づく業務

を 2016年度に引き続き実施した。 
各施設の放射線管理として，燃料・廃棄物取扱棟（以下「燃廃棟」という。），保管建屋（撤去物

等保管棟，原子炉保管棟）及び機材・排水管理棟（以下「機排棟」という。）における施設定期自

主検査に伴う各種作業の管理，燃廃棟におけるセメント固化物を収納した圧縮体の内部状態確認

作業及び機排棟における雑排水フィルタ交換作業に伴う管理，大湊施設における加速器質量分析

装置の運転に伴う管理を実施した。これらの作業に伴う異常な被ばくや放射線管理上の問題は生

じず，作業環境モニタリングによる異常も検出されなかった。また，事故等による施設及び人体

への放射性汚染並びに被ばくはなかった。 
放射線業務従事者の被ばく線量において，実効線量及び等価線量ともに，保安規定等に定めら

れた線量限度及び警戒線量を超える被ばくはなかった。2017年度における放射線業務従事者の実
効線量は，すべて検出下限線量未満であった。 
環境放射線（能）の管理において，関根浜施設における環境放射線の測定及び環境試料中の放

射能濃度測定を実施した結果，異常は認められなかった。 
関根浜施設については，法令に基づく原子炉施設保安規定遵守状況の検査を年 2 回受検し，ま
た，原子力保安検査官による巡視を年 4回実施し，指摘事項はなかった。 
青森研究開発センター品質保証計画書に基づく原子力安全監査を受検し，その結果，指摘事項

が 1件あった。 
 （大塚 義和） 
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4.1 環境放射線（能）の管理 

 
(1) 環境における放射性廃棄物による実効線量 

2017年度については，関根浜附帯陸上施設の周辺監視区域外への液体廃棄物の放出はなかった。 
(2) 環境放射線のモニタリング 
関根浜附帯陸上施設敷地内及び周辺において，蛍光ガラス線量計（RPLD）により 3 月間の積

算線量を測定した結果を表 4.1－1に示す。いずれの地点においても，例年の測定結果と比べて大
きな差はなく，異常は認められなかった。なお，当該年度の記載から評価対象外である大湊施設

の測定値の記載を表から削除した。 
 

表 4.1－1 積算線量測定結果 
（2017年度）（単位：μGy） 

番 
号 

測定期間 

第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 
年 
間 
積 
算 
線 
量 

2017年 3月 24日 
～ 

6月 23日 

2017年 6月 23日 
～ 

9月 22日 

2017年 9月 22日 
～ 

12月 22日 

2017年 12月 22日 
～ 

2018年 3月 22日 

測定結果 
地点名 測定値 91日換算 

線量 測定値 91日換算 
線量 測定値 91日換算

線量 測定値 91日換算 
線量 

1 気象観測所露場 54 54 54 54 57 57 45 45 210 
2 浜 関 根 65 65 63 63 68 68 42 42 238 
（注）表中の各測定値は，5cm厚の鉛箱内の値（宇宙線，自己汚染などの寄与分）を差し引いてある。 

 

(3) 環境試料のモニタリング 
(a) 環境試料中の全β放射能濃度の測定 
海洋環境試料中の全β放射能濃度の測定を実施した。環境試料中の全β放射能濃度の測定

結果を表 4.1－2に示す。いずれの値も，例年の測定結果と比べて大きな差はなく，異常は認め
られなかった。 

 
表 4.1－2 環境試料中の全β放射能濃度の測定結果 

（関根浜施設，2017年度） 
試 料 名 採取場所 放射能濃度  単 位 

海

洋

試

料 

海 水 
関根浜港港内 3.2×10-5 

Bq/cm3 
関根浜港港外 2.5×10-5 

海 底 土 
関根浜港港内 3.5×10-1 

Bq/g・乾土 
関根浜港港外 2.2×10-1 

カ レ イ 
関 根 漁 港 沖 

1.1×10-1 
Bq/g・生 コ ン ブ 3.2×10-1 

イ カ 大 畑 漁 港 沖 1.1×10-1 
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(b) 環境試料中における核種ごとの放射能濃度の測定 
全β放射能濃度と同様に，各種環境試料中における核種ごとの放射能濃度を測定した。各試

料の測定結果を表 4.1－3に示す。また，大型水盤（直径 77cm）により採取した降下塵の測定
結果を表 4.1－4に示す。いずれの値も，例年の測定結果と比べて大きな差はなく，異常は認め
られなかった。 
 （大森 修平） 

 
 

表 4.1－3 環境試料中の放射性核種濃度 
（関根浜施設，2017年度） 

試料名 採取月 採取地点 54Mn 60Co 137Cs 144Ce 単 位 

海 水 5月 関根浜港港内 < 1.5×10-6 < 1.4×10-6 1.9×10-6 < 6.7×10-6 
Bq/cm3 5月 関根浜港港外 < 1.5×10-6 < 1.4×10-6 2.3×10-6 < 6.7×10-6 

海底土 5月 関根浜港港内 < 1.2×10-3 < 8.5×10-4 < 8.9×10-4 < 4.7×10-3 
Bq/g・乾土 5月 関根浜港港外 < 6.0×10-4 < 5.8×10-4 < 5.6×10-4 < 3.1×10-3 

カレイ 6月 関根漁港沖 < 3.9×10-5 < 4.7×10-5  8.0×10-5 < 1.4×10-4 
Bq/g・生 コンブ 8月 関根漁港沖 < 1.4×10-4 < 1.3×10-4 < 9.2×10-5 < 4.4×10-4 

イ カ 9月 大畑漁港沖 < 4.3×10-5 < 4.8×10-5 < 4.0×10-5  < 1.6×10-4 
 
 

表 4.1－4 降下塵中の放射性核種放射能 

                    （関根浜施設，2017年度）（単位：Bq/m2） 

採取月 7Be 54Mn 60Co 95Zr 95Nb 137Cs 144Ce 

4月 1.1×102 < 6.2×10-2 < 6.7×10-2 < 1.3×10-1 < 1.2×10-1 < 6.2×10-2 < 3.3×10-1 

5月 3.1×101 < 5.7×10-2 < 5.8×10-2 < 1.1×10-1 < 9.4×10-2 < 5.8×10-2 < 2.8×10-1 
6月 2.9×101 < 5.9×10-2 < 7.1×10-2 < 1.2×10-1 < 1.2×10-1 < 5.7×10-2 < 3.0×10-1 
7月 2.0×101 < 6.2×10-2 < 6.1×10-2 < 1.3×10-1 < 1.1×10-1 < 6.0×10-2 < 3.0×10-1 

8月 5.9×101 < 7.5×10-2 < 7.3×10-2 < 1.4×10-1 < 1.3×10-1 < 6.9×10-2 < 3.6×10-1 
9月 6.8×101 < 7.4×10-2 < 7.4×10-2 < 1.4×10-1 < 1.2×10-1 < 6.7×10-2 < 3.5×10-1 

10月 3.5×101 < 6.9×10-2 < 6.5×10-2 < 1.4×10-1 < 1.2×10-1 < 6.3×10-2 < 3.2×10-1 

11月 1.2×101 < 6.0×10-2 < 6.1×10-2 < 1.3×10-1 < 1.1×10-1 < 5.6×10-2 < 2.8×10-1 

12月 2.5×101 < 6.9×10-2 < 6.7×10-2 < 1.5×10-1 < 1.4×10-1 < 9.3×10-2 < 3.3×10-1 

1月 8.7×101 < 6.7×10-2 < 6.5×10-2 < 1.4×10-1 < 1.2×10-1 < 6.2×10-2 < 4.4×10-1 

2月 －* －* －* －* －* －* －* 

3月 －* －* －* －* －* －* －* 

（注）採取場所は気象観測所露場 
*核種分析装置の故障のため，測定を行わなかった。 
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4.2 施設の放射線管理 
 
(1) 管理区域 
原子力第１船原子炉施設保安規定，青森研究開発センター関根浜附帯陸上施設放射線障害予防

規程，青森研究開発センター大湊施設放射線障害予防規程及び青森研究開発センター少量核燃料

物質使用施設等保安規則に基づき指定されている第 1種管理区域及び第 2種管理区域を図 4.2－1
に示す。2017年度中に一時的に指定された管理区域はなかった。 
(2) 放出放射性物質の管理 

2017年度の各施設における放射性塵埃及び放射性ガスの年間放出量及び年間平均濃度を表 4.2
－1に示す。いずれの施設からも液体廃棄物の放出はなかった。 

2017年度に各施設の排気口から放出されたトリチウムは，燃料・廃棄物取扱棟及び機材・排水
管理棟にある液体廃棄物処理設備のタンク内に残留しているものであり，2016年度と同程度であ
った。 
気体廃棄物中の放射性核種の平均濃度は，法令に定められた濃度限度以下であった。 
 
表 4.2－1 各施設における放射性塵埃及び放射性ガスの年間放出量並びに年間平均濃度 

（2017年度） 
項 目 
 

施設名 

放射性塵埃 放射性ガス 
核種 年間放出量

（Bq） 
年間平均濃度
（Bq/cm3） 核種 年間放出量

（Bq） 
年間平均濃度
（Bq/cm3） 

燃料・廃棄物取扱棟 全β 0 < 1.4×10-9 3H 2.6×106 < 2.6×10-7 
機材・排水管理棟 全β 0 < 1.5×10-9 3H 1.2×106 < 3.5×10-7 
保 管 建 屋 全β 0 < 1.2×10-9 ─ ── ── 
大 湊 施 設 研 究 棟 全α 0 < 2.3×10-10 ─ ── ── 
（注）年間放出量及び年間平均濃度は次の方法で算出した。 

年 間放出 量：検出下限濃度以上で放出した放射能の和。 
検出下限濃度未満での放出は放出量を 0とした。 

年間平均濃度：年間放出量を，1年間連続して排気装置を運転した場合の年間総排風量で除し
た値。ただし，この値が検出下限濃度未満の場合は「<（検出下限値）」とした。 
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図 4.2－1 青森研究開発センターにおける管理区域 

保管建屋 

第 2種管理区域 

第 1種管理区域 

大 湊 施 設 

関根浜附帯陸上施設 

関 根 浜 港

燃料・廃棄物取扱棟 

機材・排水管理棟 
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(3) 線量当量率，表面密度及び空気中放射性物質濃度の管理 
線量当量率及び表面密度の測定は，燃料・廃棄物取扱棟，機材・排水管理棟，保管建屋及び研

究棟における人の常時立ち入る場所及び管理区域境界について実施した結果，線量当量率は最大

8.0μSv/h（燃料・廃棄物取扱棟の固体廃棄物貯蔵室），表面密度は保安規定等に定められた基準値
未満であった。また，空気中放射性物質濃度の測定を実施した結果，すべて検出下限濃度未満で

あった。 
(4) 各施設における放射線管理 
関根浜附帯陸上施設において，原子炉施設の施設定期自主検査に伴う作業等が行われたが，有

意な被ばく及び汚染はなかった。 
大湊施設研究棟において，加速器質量分析装置の運転及び海洋試料分析作業等が行われたが，

有意な被ばく及び汚染はなかった。 
 （秋野 仁志） 
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4.3 個人線量の管理 
 
(1) 外部被ばく線量の管理 

2017年度における放射線業務従事者の集団実効線量，平均実効線量及び最大実効線量並びに皮
膚及び眼の水晶体の等価線量は，それぞれ検出下限線量未満であった。 
放射線業務従事者の人数，実効線量に係る被ばく状況等については，四半期別及び作業者区分

別に集計し，それぞれ表 4.3－1及び表 4.3－2に示す。 
見学者等の一時的に管理区域に立ち入った者の線量は，ポケット線量計を着用させて測定した

が，有意な被ばくはなかった。 
(2) 内部被ばく線量の管理 

2017年度は，体外計測法による内部被ばくに係る線量の検査を受検した者はなかった。 
 （田中 未都） 

 
表 4.3－1 実効線量に係る四半期別被ばく状況 

（2017年度） 

管理期間 
放射線業務 
従事者実員 
（人） 

線量分布（人） 
総線量 

（人・mSv） 

平均 
実効線量 
（mSv） 

最大 
実効線量 
（mSv） 0.1mSv未満 0.1 mSv以上

1.0mSv以下 
1.0mSvを超え 
5.0mSv以下 

5.0mSvを超え 
15mSv以下 

15mSvを 
超えるもの 

第 1四半期 44 44 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 
第 2四半期 45 45 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 
第 3四半期 56 56 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 
第 4四半期 51 51 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 

年 間* 65 
(62) 

65 
(62) 

0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

0.0 
(0.0) 

0.00 
(0.00) 

0.0 
(0.0) 

* カッコ内の数値は，2016年度の値。 
 

表 4.3－2 実効線量に係る作業者区分別被ばく状況 
（2017年度） 

作業者区分 
放射線業務 
従事者実員 
（人） 

線量分布（人） 
総線量 

（人・mSv） 

平均 
実効線量 
（mSv） 

最大 
実効線量 
（mSv） 0.1mSv未満 0.1 mSv以上

1.0mSv以下 
1.0mSvを超え 
5.0mSv以下 

5.0mSvを超え 
15mSv以下 

15mSvを 
超えるもの 

職 員 等 14 14 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 
外来研究員等 0 0 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 
請 負 業 者 51 51 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 
研 修 生 0 0 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 
全 作 業 者 65 65 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 
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4.4 放射線計測器の管理 

 
(1) サーベイメータ等の管理 

2017年度におけるサーベイメータの保有台数及び校正台数を種類別に表 4.4－1に示す。 
(2) 放射線管理用モニタの管理 

2017年度における放射線管理用モニタの保有台数及び校正台数を種類別に表 4.4－2に示す。 
 （北 直人） 

 
表 4.4－1 サーベイメータの保有台数及び校正台数 

（2017年度） 
サーベイメータの種類 保有台数 校正台数 

GM管式サーベイメータ 
  

8 8 
表面汚染検査用サーベイメータ（β線用） 14 12 
表面汚染検査用サーベイメータ（α線用） 3 

 
 

3 
電離箱式サーベイメータ 6 6 
中性子レムカウンタ 
 

2 2 
Nalシンチレーション式サーベイメータ 5 5 

合 計 38 36 
 

表 4.4－2 放射線管理用モニタの保有台数及び校正台数 
（2017年度） 

 モニタの種類 保有台数 校正台数 
エリアダストモニタ 3 3 
室内ダストモニタ 1 1 
排気ダストモニタ（β線用） 2 2 
排気ダストモニタ（α線用） 1 1 
排気ガスモニタ 1 1 
排水モニタ 1 1 
ハンドフットクロスモニタ 2 2 

合 計 11 11 
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4.5 放射性同位元素等の保有状況 

 
青森研究開発センター関根浜附帯陸上施設放射線障害予防規程及び青森研究開発センター大湊

施設放射線障害予防規程に基づき，2018年 3月 31日現在における放射性同位元素等の保有状況
を調査した。また，2013年 3 月 29 日文部科学省告示第 58 号「放射線を放出する同位元素の数
量等を定める件」の別表第 1に定める数量（以下「下限数量」という。）未満の密封線源について
も併せて調査した。その結果，密封された放射性同位元素の総保有数量は，2018年 3月 31日現
在で，25.6MBqであった。また，密封微量線源（下限数量未満の密封線源）の総保有個数は，2018
年 3月 31日現在で，230個であった。 

2018年 3月 31日現在で保有している放射線発生装置の種類及び性能を表 4.5－1に示す。 
 （北 直人） 

 
表 4.5－1 放射線発生装置の種類及び性能 

（2018年 3月 31日現在） 
（大湊施設，2017年度） 

 
 
 

施設名 種 類 台数 性 能 備 考 
研究棟 コッククロフト・ 

ワルトン型加速装置 
1台 荷電粒子最大エネルギー 12.000MeV 

荷電粒子最大出力 30.000μA 
加速粒子は，炭素とし，最大加速電圧
は，3MVとする。 

 
荷電粒子最大エネルギー 18.000MeV 
荷電粒子最大出力  5.000μA 
加速粒子は，ベリリウム，アルミニウム
及びよう素とし，最大加速電圧は 3MV
とする。 
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This is a blank page. 



 

１．成 果 
 

１）外部投稿（論文，note，解説，報告，依頼寄稿，出版等） 
氏名 標題 誌（書籍・新聞等）名 

古渡 意彦 
 

中性子のつくりかた(2) RI中性子線源 波紋, 27(3), 109-112 (2017) 

H.Hirayama*1,2 
K. Kondo*1,2 
S. Suzuki*1 
Y. Tanimura*1 
K. Iwanaga*1 
H. Nagata*1 

Investigation of main radiation source above 
shield plug of unit 3 at Fukushima Daiichi 
Nuclear Power Station 
 
*1 Nuclear Regulation Authority 

*2 High Energy Accelerator Research 
Organization 

EPJ Web of Conferences, 153, 
08010 (2017) 

M. Kowatari 
H. Zutz*1 
O. Hupe*1 

Correction factors for attenuation and scattering 
of the wall of a cylindrical ionization chamber 
in the 6-7 MeV high-energy photon reference 
field 
 
*1 Physikalisch-Technische Bundesanstalt(PTB) 

Radiation Protection 
Dosimetry, 178(1), 48-56 (2018) 

 
 
２）原子力機構レポート（JAEA-Technology，Research，Data/Code，その他） 

氏名 標題 レポート No. 

なし   
 

- 107 -

JAEA-Review 2018-034



 

３）口頭発表，ポスター発表，講演（研修等の講義を除く） 
氏名 標題 学会名等 

Y. Tanimura 
M. Yoshizawa 

Development of high efficiency recoil proton 
telescope for D-T neutron measurement 
 

13th Symposium on Neutron 
and Ion Dosimetry 
(NEUDOS13) 
2017年 5月（ポーランド） 

米谷 達成 
古谷 美紗 
中川 雅博 
上野 有美 
佐藤 淳也*1 

放射性気体廃棄物中の 3H捕集に用いる疎水性
パラジウム触媒の酸化性能評価 
 
*1 核燃料サイクル工学研究所 

日本保健物理学会第 50 回研
究発表会 日本放射線安全管

理学会第 16 回学術大会 合

同大会 
2017年 6月（大分） 

Y. Tanimura 
S. Nishino 
H. Yoshitomi 
M. Kowatari 
T. Oishi 

Characteristics of commercially Available 
CdZnTe Detector as Gamma-ray Spectrometer 
under Severe Nuclear Accident 

9th International Symposium 
On Radiation Safety and 
Detection Technology 
(ISORD-9) 
2017年 7月（名古屋） 

M. Kowatari 
Y. Tanimura 
P. Kessler*1 
S. Neumaier*1 
A. Roetter*1 

Development of simultaneous evaluation 
methods of radioactivity in soil and dose rate 
using CeBr3 and SrI2(Eu) scintillation 
detectors applicable to a radiological 
emergency situation 
 
*1 Physikalisch-Technische 
Bundesanstalt(PTB) 

9th International Symposium 
On Radiation Safety and 
Detection Technology 
(ISORD-9) 
2017年 7月（名古屋） 

M. Kowatari 
H. Yoshitomi 
T. Ohishi 
M. Yoshizawa 
 

Proposal of Framework for Decision Making of 
Additional Monitoring of Eye Lens Dose for 
Radiation Workers 

9th International Symposium 
On Radiation Safety and 
Detection Technology 
(ISORD-9) 
2017年 7月（名古屋） 

富田 純平 
竹内 絵里奈 

抽出クロマトグラフィーと ICP-MS/MSによる
尿中 90Sr迅速分析法 
 
 

第 61回放射化学討論会 
2017年 9月（つくば） 

M. Kowatari 
Y. Tanimura 
 

Preliminary study on determination of surface 
contamination density o soil in heavily 
contaminated areas using a CeBr3 
scintillation deterctor coupled with lead 
shielding 

International Symposium on 
Radiation Detetors and 
Their Uses (ISRD2018)  
2018年 1月（つくば） 
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氏名 標題 学会名等 

谷村 嘉彦 
西野 翔 
吉富 寛 
高橋 聖 

エネルギー分析型甲状腺放射性ヨウ素モニタの

開発 
1: 全体概要 

日本原子力学会 2018年春の
年会 
2018年 3月（吹田） 

西野 翔 
谷村 嘉彦 
吉富 寛 
高橋 聖 

エネルギー分析型甲状腺放射性ヨウ素モニタの

開発 
2: 検出器及び遮蔽体の最適化 

日本原子力学会 2018年春の
年会 
2018年 3月（吹田） 

吉富 寛 
西野 翔 
高橋 聖 
谷村 嘉彦 

エネルギー分析型甲状腺放射性ヨウ素モニタの

開発 
3: 頸部ファントム及び定量法の開発 

日本原子力学会 2018年春の
年会 
2018年 3月（吹田） 

 
 
４）特許等出願・登録 

氏名 標題 年月（種別） 

西野 翔 
吉富 寛 
谷村 嘉彦 

甲状腺モニタ用可搬型放射線測定器及び放射

線測定方法 
特願 2018-19507 
2018年 2月（出願） 

 
 
５）外部資金 
氏名（担当課室） 相手機関名 標題 期間 

古渡 意彦 厚生労働省 
（労災疾病臨床研究

事業費補助金事業） 

放射線業務従事者の眼の水晶体等

末端部等価線量の適切な評価及び

被ばく線量の低減に関する研究 

平成 27年 4月～ 
平成 29年 3月 

古渡 意彦 日本学術振興会 
（基盤研究(C)・代表） 

環境モニタリングスペクトロメー

タ用線量率・空気中放射性物質濃度

同時評価法の開発 

平成 28年 3月～ 
平成 31年 3月 
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６）資料（四半期報告など） 
氏名（又は組織名） 標題 発行年月 

青森研究開発センター 
保安管理課 

安全衛生管理状況報告書（平成 28年度第 4四半期） 2017年 5月 

安全衛生管理状況報告書（平成 29年度第 1四半期） 2017年 8月 

安全衛生管理状況報告書（平成 29年度第 2四半期） 2017年 11月 

安全衛生管理状況報告書（平成 29年度第 3四半期） 2018年 2月 
 
 

２．受託研究，共同研究等 
 

氏名（担当課室） 相手機関名 標題 期間 

なし    
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３．内部委員会等 
 

氏名 委員会等名称 
吉澤 道夫 使用施設等安全審査委員会 
高崎 浩司 
 

不適合管理専門部会専門委員 
廃止措置計画検討委員会委員 
環境管理委員会 

宍戸 宣仁 中央安全審査・品質保証委員会 
 原子炉施設等安全審査委員会 
 使用施設等安全審査委員会[RI主任者（廃棄）] 
 一般施設等安全審査委員会 
小林 誠 使用施設等安全審査委員会[RI主任者（使用）] 
澤畠 勝紀 原子炉施設等安全審査委員会 
佐々 陽一 廃棄物管理委員会 
大倉 毅史 中央安全審査・品質保証委員会 
武藤 康志 廃棄物管理委員会委員代理 
大貫 孝哉 ホームページ委員会 

（2018年 3月 31日現在） 
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４．部内品質保証委員会 
実施年月日 議題 

2017年 4月 13日 1.核燃料物質使用施設等に係る気体廃棄物による年間の実効線量について 
2.放射線管理要領の一部改正について 
3.核燃料物質の使用の変更の許可申請の補正申請に係る第 2 回補正申請に伴う新旧
対照表の変更について 

2017年 5月 22日 1.放射線管理第 1課文書及び記録の管理要領の一部改正について 
2.ホットラボ主排気口ガスモニタ指示値変動発生時の対応要領の一部改正について 

2017年 6月 13日 1.放射線管理手引（施設放射線管理編）の一部改正について 
2.核燃料物質使用施設等に係る気体廃棄物による年間の実効線量について 

2017年 6月 26日 1.放射線管理手引（施設放射線管理編）の一部改正について 
2.エアスニファ流量確認要領の新規制定について 
3.放射線管理第 2課文書及び記録の管理要領の一部改正について 
4.放射線管理第 1課文書及び記録の管理要領の一部改正について 

2017年 7月 5日 1.異常等発生時における放射線管理部の体制及び行動要領の一部改正について 
2.JRR-3の原子炉設置（変更）許可申請書の補正案について 

2017年 7月 13日 1.JRR-3の原子炉設置（変更）許可申請書の補正案について 
2.放射線管理設備電源系統図の一部改正について 
3.ルーツブロア点検・保守要領の一部改正について 

2017年 7月 21日 1.ホットラボ核燃料物質の使用の変更の許可申請について 
2.管理区域内外に敷設されている炭素鋼配管等点検要領の一部改正について 
3.管理区域外及び管理区域内に敷設されているサンプリング配管点検要領の一部改
正について 
4.異常等発生時における放射線管理第 1課・放射線管理第 2課の体制及び行動要領
の一部改正について 
5.異常等発生時の線量管理課の体制及び行動要領の一部改定について 
6.異常等発生時における環境放射線管理課の体制及び行動要領の一部改定について 
7.放射線管理手引（放射線測定機器管理編）の一部改定について 
8.核燃料物質使用施設（ホットラボ）の変更許可申請に伴う設計評価事故時におけ
る被ばく線量の評価に用いる相対濃度及び相対線量の算出について 

2017年 8月 7日 1.原子力科学研究所少量核燃料物質使用施設等保安規則の変更について 
2.異常等発生時における放射線計測技術課の体制及び行動要領の一部改正について 

2017年 8月 9日 1.TCA原子炉施設に係る廃止措置計画認可申請書について 
2.放射性廃棄物処理場の原子炉設置（変更）許可申請書の補正案について 
3.業務課所掌の部長承認文書の一部改正について 

2017年 8月 28日 1.原子力科学研究所原子炉設置（変更）許可申請書の補正について 
2.医薬用外毒物劇物管理マニュアルの一部改正について 
3.放射線安全取扱手引の一部改正について 

2017年 9月 6日 STACY、TRACY及びバックエンド研究施設の保安規定の一部変更について 
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実施年月日 議題 
2017年 9月 14日 1.使用施設等施設検査対応要領（放射線管理施設）の制定について 

2.ホットラボ核燃料物質の使用の変更の許可申請について 
3.放射線管理手引（施設放射線管理編）の一部改正について 
4.施設定期検査対応要領（放射線管理施設）の一部改正について 
5.放射線標準施設棟防護活動手引の一部改正について 
6.放射線管理手引（放射能測定装置・照射装置管理編）の一部改正について 
7.放射線標準施設棟に係る通報連絡要領の一部改正について 
8.B型輸送容器に装荷する遮蔽容器の品質管理計画の一部改正について 

2017年 9月 21日 1.放射線管理部文書及び記録の管理要領の一部改正について 
2.保安活動の評価要領の廃止について 
3.マニュアル等の管理要領の一部改正について 
4.放射線管理部防火・防災管理要領の一部改正について 

2017年 9月 27日 1環境放射線管理マニュアル（環境影響評価編）の一部改正について 
2.環境放射線管理課 文書及び記録の管理要領の一部改正について 
3.線量管理課文書及び記録の管理要領の一部改定について 
4.放射線管理第 1課文書及び記録の管理要領の一部改正について 
5.放射線管理第 2課文書及び記録の管理要領の一部改正について 
6.異常等発生時における放射線管理第 1課・放射線管理第 2課の体制及び行動要領
の一部改正について 
7.異常等発生時における環境放射線管理課の体制及び行動要領の一部改正について 
8.異常等発生時の線量管理課の体制及び行動要領の一部改定について 
9.放射線管理報告書等作成マニュアル（個人線量管理関係）の一部改定について 
10.原子力科学研究所放射線安全取扱手引完本作成要領の移管について 

2017年 10月 17日 1.原子力科学研究所原子炉施設保安規定の一部改正について 
2.ホットラボ核燃料物質の使用の変更の許可申請について 

2017年 10月 23日 1.放射線管理部教育・訓練管理要領の一部改正について 
2.放射線管理部における外部報告書確認要領の一部改正について 

2017年 10月 31日 1.放射線管理部における外部報告書確認要領の一部改正について 
2.放射線管理部業務の計画及び実施に関する要領の一部改正について外部報告書確
認要領の一部改正について 

2017年 11月 6日 1.許認可申請書類の確認要領の一部改定について 
2.許認可申請書類の確認要領の一部改定について 
3.許認可申請書類の確認要領の一部改定について 

2017年 11月 8日 原子炉設置許可申請に係る線量評価等の作業マニュアルの一部改正について 
2017年 11月 10日 1.ホットラボ主排気口ガスモニタの施設検査申請について 

2.燃料試験施設排気ガスモニタの施設検査申請について 
3.ホットラボ排気ガスモニタの更新に伴う、核燃料物質使用施設等保安規定の一部
改正について 
4.燃料試験施設排気ガスモニタの更新に伴う、核燃料物質使用施設等保安規定の一
部改正について 

2017年 12月 1日 1.放射線管理手引（施設放射線管理編）の一部改正について 
2.放射線管理要領の一部改正について 
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2017年 12月 7日 1.外部放射線測定マニュアルの一部改定について 

2.内部線量測定マニュアルの一部改定について 
3.放射線モニタ点検整備作業マニュアルの一部改定について 
4.環境放射線管理マニュアル（環境影響評価編）の一部改正について 

2017年 12月 25日 1.放射線管理手引（施設放射線管理編）の一部改正について 
2.放射線管理要領の一部改正について 
3.異常等発生時における環境放射線管理課の体制及び行動要領の一部改正について 
4.放射線管理第 1課文書及び記録の管理要領の一部改正について 
5.性能の技術上の基準に適合していることを確認する検査要領書（JRR-4）の廃止
について 
6.異常時等発生時における放射線管理第１課・放射線管理第２課の体制及び行動要
領の参考資料の差し替えについて 
7.管理用計測機器の点検・校正要領の一部改正について 
8.原子炉施設保安規定（第 2編放射線管理）の一部改正について 

2018年 1月 5日 NSRRの原子炉設置変更許可申請書の補正案について 
2018年 1月 25日 NSRRの原子炉施設性能の技術上の基準に適合していることを確認する検査要領書

の制定について 
2018年 2月 2日 1.原子力科学研究所放射線安全取扱手引の一部改正について 

2.放射線管理第 2課文書及び記録の管理要領の一部改正について 
2018年 2月 15日 1.性能の技術上の基準に適合していることを確認する検査要領書（事業者検査）（ホ

ットラボ 放射線管理設備（主排気口ガスモニタ））の制定について 
2.性能の技術上の基準に適合していることを確認する検査要領書（事業者検査）（燃
料試験施設 放射線管理設備（排気ガスモニタ））の制定について 
3.放射線管理第 1課文書及び記録の管理要領の一部改正について 
4.放射線管理第 2課文書及び記録の管理要領の一部改正について 

2018年 3月 5日 1.STACY（定常臨界実験装置）施設の変更に係る設計及び工事の方法の許可申請書
〔STACYの更新（第 2回申請）〕（放射線管理部所掌部分）の補正について 
2.放射線管理手引（施設放射線管理編）の一部改正について 
3.核燃料物質使用施設等に係る気体廃棄物による年間の実効線量について 

2018年 3月 8日 1.原子力科学研究所核燃料物質等の事業所外運搬に係る品質保証計画書の改定に伴
う部長承認文書の制定について 
2.部長承認文書の廃止及び制定について 
3.部長承認文書の廃止及び一部改正について 
4.部長承認文書の制定及び一部改正について 
5.部長承認文書の一部改正について 
6.放射線管理部監視機器及び測定機器の管理要領（核燃料物質等の事業所外運搬）
の制定について 
7.放射線管理部監視機器及び測定機器の管理要領（放射線管理施設編）の一部改正
について 
8.環境放射線管理マニュアル（環境影響評価編）の一部改正について 
9.放射線標準施設核燃料物質管理要領の一部改正について 
10.放射線管理手引（施設放射線管理編）の一部改正について 
11.使用施設等施設検査対応要領（放射線管理施設）の一部改正について 
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実施年月日 議題 
12.施設定期検査対応要領（放射線管理施設）の一部改正について 

2018年 3月 12日 放射線管理要領の一部改正について 
2018年 3月 16日 1.放射線管理手引（個人線量管理編）の一部改定について 

2.放射線管理手引（放射線測定機器管理編）の一部改定について 
3.監視機器及び測定機器の管理要領（放射線測定機器管理編）の一部改定について 
4.放射線管理手引（環境放射線管理編）の一部改定について 
5.監視機器及び測定機器の管理要領（環境の放射線管理施設編）の一部改定につい
て 
6.放射線管理施設に係る通報連絡要領の一部改定について 
7.放射線標準施設棟に係る通報連絡要領の一部改定について 

2018年 3月 20日 1.放射線管理手引（施設放射線管理編）の一部改正について 
2.放射線管理部業務の計画及び実施に関する要領の一部改正について 
3.課長承認文書の廃止及び制定について 
4.原子力科学研究所放射線安全取扱手引の一部改正について 

2018年 3月 27日 
2018年 3月 28日 

1.環境放射線管理課文書及び記録の管理要領の一部改正について 
2.放射線管理試料中放射性ストロンチウム分析作業マニュアルの制定について 
3.バイオアッセイ試料分析作業マニュアルの制定について 
4.低バックグラウンドα/β自動測定装置線源校正作業マニュアルの制定について 
5.環境試料中放射能分析作業マニュアルの制定について 
6.アルファスペクトロメトリ（Si半導体検出器）を用いた環境試料中プルトニウム
濃度評価マニュアルの制定について 
7.環境試料等の全ベータ線放射能測定計数効率評価マニュアルの制定について 
8.環境 18放射線管理マニュアル（環境放射線管理編）の一部改正について 
9.放射線管理第 1課文書及び記録の管理要領の一部改正について 
10.放射線管理設備電源系統図の一部改正について 
11.JRR-3放射線管理施設計装制御ループ検査要領書の一部改正について 
12.原子炉停止中において継続的に機能を維持する必要のある施設に対する検査の
JRR-3放射線管理施設計測制御ループ検査要領書の一部改正について 
13.放射線管理第 1課における検査記録の作成・確認に係る手順書の一部改正につい
て 
14.帳票作成プログラムの不具合等の対応要領の一部改正について 
15.JRR-3放射線管理設備トリチウムモニタ警報発砲時の対応措置要領の一部改正
について 
16.ルーツブロワオイル交換及びグリス補充手順書（ホットラボ管理チーム）の一部
改正について 
17.ルーツブロワオイルの交換及びグリス補充手順書（研究炉管理チーム）の一部改
正について 
18.JRR-3放射線管理施設放射線監視盤内ファン点検要領書の一部改正について 
19.線量管理課長制定文書の改定及び廃止について 
20.管理用計測機器の点検・校正要領の一部改正について 
21.管理区域解除における表面密度測定の基本的な考え方の一部改正について 
22.国又は県に提出する報告書等に使用される放射線管理データの確認等手順書の
一部改正について 
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実施年月日 議題 
23.エアスニファ流量確認要領の一部改正について 
24.異常等発生時における放射線管理第 1課・放射線管理第 2課の体制及び行動要領
の一部改正について 
25.放射線管理第 2課 文書及び記録の管理要領の一部改正について 
26.放射線管理設備電源系統図の一部改正について 
27.放射線管理第 2課における検査記録の作成・確認に係る手順書の一部改正につい
て 
28.一時的な管理区域を解除する際に汚染が残存していないことを確認する測定に
関する要領書の一部改正について 
29.ルーツブロワ点検・保守要領（再処理特別研究棟、プルトニウム研究 1棟、ウラ
ン濃縮研究棟）の一部改正について 
30.ルーツブロワ点検・保守要領（FCA、TCA、FNS）の一部改正について 
31.ルーツブロワ点検・保守要領（廃棄物安全試験施設、環境シミュレーション試験
棟）の一部改正について 
32.ルーツブロワ点検・保守要領（NUCEF）の一部改正について 
33.ルーツブロワ点検・保守要領（第 1廃棄物処理棟、第 2廃棄物処理棟、第 3廃棄
物処理棟、解体分別保管棟、減容処理棟、液体処理場）の一部改正について 
34.共通施設としての放射性廃棄物の廃棄施設（放射線管理設備）の施設性能の技術
上の基準に適していることを確認する検査要領書の一部改正について 
35.NSRR原子炉施設性能の技術上の基準に適合していることを確認する検査要領
書の一部改正について 
36.環境放射線管理マニュアル（環境影響評価編）の一部改正について 
37.原子炉設置許可申請に係る線量評価等の作業マニュアルの一部改正について 
38.放射性廃棄物でない廃棄物取扱規則に基づく確認測定の妥当性の確認のための
要領書の一部改正について 
39.ホットラボ主排気口ガスモニタ指示値変動発生時の対応要領の一部改正につい
て 
40.許認可申請書類の確認要領の廃止について 
41.線量管理課長制定文書の改定及び廃止について 
42.放射線管理要領の一部改正について 
43.放射線監視盤内ファン点検要領書の一部改正について 
44.管理区域内外に敷設されている炭素鋼配管等点検要領の一部改正について 
45.管理区域外及び管理区域内に敷設されているサンプリング配管点検要領の一部.
改正について 
46.ルーツブロワ点検・保守要領（燃料試験施設、NSRR、バックエンド技術開発建
家）の一部改正について 
47.排気筒ヨウ素モニタ自動ろ紙交換装置故障時の対応手順書の一部改正について 
48.性能の技術上の基準に適合していることを確認する検査要領書（事業者検査）（燃
料試験施設 放射線管理設備（排気ガスモニタ））の一部改正について 
49.許認可申請書類の管理要領の廃止について 
50.保安規定等に定める管理区域を解除する際の確認要領（NUCEF実験棟 A炉室上
部第 2種管理区域）の廃止について 
51.携帯型発電機によるモニタリングポスト計画停電手順の一部改定について 
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５．原子力機構内研修コースへの協力 
 

氏名 実施部署及び研修コース等の名称 講義名 

阿部 琢也 放射線基礎課程 放射線測定法概論 

谷村 嘉彦 放射線基礎課程 線量測定法 

川崎 克也 放射線基礎課程 放射線モニタリング 

鈴木 武彦 放射線基礎課程 被ばく線量の管理 

高橋 聖 放射線基礎課程 被ばく線量の管理 

中嶌 純也 放射線基礎課程 液体シンチレーション測定（実習） 

平賀 隼人 放射線基礎課程 放射線管理実習 

澤畠 勝紀 放射線安全管理コース 放射線施設 

秋野 仁志 放射線安全管理コース 放射線防護具の取扱い（実習） 

村山 卓 放射線安全管理コース γ線測定 1（γ線スペクトロメトリ）（実習） 

大倉 毅史 放射線防護コース 環境モニタリング 

富田 純平 放射線防護コース 放射能測定 

川崎 隆行 放射線防護コース 空気中放射能濃度測定（実習） 

藤井 克年 放射線防護コース 空気中放射能濃度測定（実習） 

川松 頼光 放射線防護コース 空気中放射能濃度測定（実習） 

橘 晴夫 放射線防護コース 外部被ばくモニタリング 

橘 晴夫 放射線防護コース 内部被ばくモニタリング 

中嶌 純也 放射線防護コース 放射能表面密度、水中放射能濃度測定（実習） 

角田 潤一 放射線防護コース 放射能表面密度、水中放射能濃度測定（実習） 

中川 雅博 放射線防護コース 放射能表面密度、水中放射能濃度測定（実習） 

角田 潤一 放射線防護コース 放射線防護具の取扱い（実習） 

平賀 隼人 放射線防護コース 放射線防護具の取扱い（実習） 

鈴木 武彦 放射線防護コース 個人モニタリング（実習） 

高橋 聖 放射線防護コース 個人モニタリング（実習） 

仁平 敦 放射線防護コース 測定器の点検校正 

仁平 敦 放射線防護コース β、γ、中性子線の線量測定（実習） 

加藤 小織 放射線防護コース β、γ、中性子線の線量測定（実習） 

西野 翔 放射線防護コース β、γ、中性子線の線量測定（実習） 

吉富 寛 放射線防護コース β、γ、中性子線の線量測定（実習） 
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氏名 実施部署及び研修コース等の名称 講義名 

大倉 毅史 放射線防護コース （演習）環境評価 

高橋 聖 放射線防護コース （演習）内部被ばく線量評価 

村山 卓 第 1種放射線取扱主任者講習 放射線の測定及び線量評価 

大石 哲也 第 1種放射線取扱主任者講習 放射線の測定及び線量評価 

高崎 浩司 第 1種放射線取扱主任者講習 放射線の測定及び線量評価 

宍戸 宣仁 第 1種放射線取扱主任者講習 放射線施設等の安全管理 

武藤 康志 第 1種放射線取扱主任者講習 放射線施設等の安全管理 

小林 誠 第 1種放射線取扱主任者講習 放射線施設等の安全管理 

半谷 英樹 第 1種放射線取扱主任者講習 放射線施設等の安全管理 

山外 功太郎 第 1種放射線取扱主任者講習 表面（汚染）密度の測定（実習） 

中嶌 純也 第 1種放射線取扱主任者講習 表面（汚染）密度の測定（実習） 

中川 雅博 第 1種放射線取扱主任者講習 水中放射性物質濃度の測定（液体シンチレー

ション測定法）（実習） 

川松 頼光 第 1種放射線取扱主任者講習 水中放射性物質濃度の測定（液体シンチレー

ション測定法）（実習） 

大貫 孝哉 第 1種放射線取扱主任者講習 水中放射性物質濃度の測定（液体シンチレー

ション測定法）（実習） 

富田 純平 原子炉研修一般課程（前期）（Ⅱ期） 放射線計測Ⅰ 

野﨑 天生 原子炉研修一般課程（前期）（Ⅱ期） （総合演習）放射線の測定と障害防止 

谷村 嘉彦 原子炉工学特別講座 放射線防護 

西野 翔 原子力・放射線入門講座 放射線の測定法 

 
６．外部講師招へい 

 
招へい者名 所属機関名 分野 実施年月日 

なし    
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７．外部機関への協力 
 

１）委員会委員等 
 

氏名 機関名 委員会等の名称 

谷村 嘉彦 公益社団法人日本保安用品協会 「ISO/TC85/SC2 国内審議委員会分科会」委
員会委員 

吉澤 道夫 株式会社ジェー・シー・オー 東海事業

所 
JCO焼却活動第三者会議 委員 

吉澤 道夫 一般社団法人日本計量機器工業連合会 国際法定計量調査研究委員会/放射線計量器
作業委員会 委員 

吉澤 道夫 公益財団法人放射線影響協会 「被ばく線量登録管理制度推進協議会」委員 

大倉 毅史 公益財団法人原子力安全技術センター 「モニタリング実験研修検討委員会」委員 

橘 晴夫 公益財団法人放射線影響協会 放射線管理手帳高度化ワーキンググループ委

員 

鈴木 武彦 公益財団法人放射線影響協会 原子力登録管理システムの更新に係るアドバ

イザリー委員会 委員 

阿部 琢也 公益財団法人日本分析センター 平成 29 年度放射能測定法シリーズ改訂検討
委員会 委員 

吉澤 道夫 公益社団法人原子力安全研究協会 IAEA翻訳ワーキンググループ(仮称)委員 

吉澤 道夫 海洋放射能検討委員会委員 公益財団法人海洋生物環境研究所 

鈴木 武彦 東京大学大学院工学研究科 原子力専

攻（専門職大学院） 
平成 29年度実習講師 

鈴木 武彦 公益社団法人日本保安用品協会 個人線量計測定技術強化委員会 委員 

吉澤 道夫 大学共同利用機関法人高エネルギー加
速器研究機構 

大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研

究機構放射線安全審議委員会委員 

古渡 意彦 国立研究開発法人量子科学技術研究開
発機構 

国連科学委員会国内対応委員会委員 

吉澤 道夫 原子力規制委員会原子力規制庁 緊急事態応急対策委員 

吉澤 道夫 公益社団法人原子力安全研究協会 ICRP刊行物翻訳委員会 委員 

古渡 意彦 公益財団法人原子力安全研究協会 放射線関連情報国際発信専門委員会委員 

武藤 康志 一般財団法人原子力機構互助会 一般財団法人原子力機構互助会 理事 

谷村 嘉彦 公益財団法人放射線計測協会 平成 29 年度放射線計測専門家会合幹事会委
員 

- 119 -

JAEA-Review 2018-034



 

 
氏名 機関名 委員会等の名称 

谷村 嘉彦 公益財団法人放射線計測協会 平成 29 年度放射線計測専門家会合幹事会委
員 

橘 晴夫 公益財団法人放射線影響協会 統計データ評価委員会委員 

阿部 琢也 一般社団法人日本電気計測器工業会 JIS原案作成委員会 委員 

川崎 将亜 一般社団法人日本電気計測器工業会 JIS原案作成委員会 委員 

吉澤 道夫 公益財団法人原子力安全研究協会 「生活環境放射線」編集委員会 委員 

吉澤 道夫 一般社団法人日本保健物理学会 実効線量・実用線量臨時委員会 委員 

吉富 寛 一般社団法人日本保健物理学会 原子力防災における体外計測の経験の総括と

課題に関する専門研究会 委員 
 
 
２）講師（講義，研修，訓練等） 
 
協力者氏名 機関名 実施内容 

川崎 将亜 公益財団法人放射線計測協会 「放射線管理入門講座」講師 

武藤 康志 公益財団法人放射線計測協会 「放射線業務従事者教育」講師 

大貫 孝哉 公益財団法人放射線計測協会 「放射線管理計測講座」講師 

加藤 小織 公益財団法人放射線計測協会 「放射線業務従事者教育」「原子力教養講

座」講師 

秋野 仁志 公益財団法人放射線計測協会 「放射線管理入門講座」講師 

川崎 隆行 公益財団法人放射線計測協会 「放射線管理入門講座」講師 

高橋 聖 公益財団法人放射線計測協会 「放射線管理入門講座」「放射線管理計測

講座」講師 

野﨑 天生 公益財団法人放射線計測協会 「原子力教養講座」の講師 

鈴木 武彦 公益財団法人放射線計測協会 「放射線管理入門講座」「放射線管理計測

講座」講師 

吉田 圭佑 公益財団法人放射線計測協会 「放射線業務従事者教育」講師 

吉富 寛 東京大学大学院工学研究科 原子力専攻

（専門職大学院） 
実習講師 

中蔦 純也 公益財団法人放射線計測協会 放射線業務従事者初期教育講師 
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協力者氏名 機関名 実施内容 

横須賀 美幸 公益財団法人放射線計測協会 「放射線管理入門講座」の講師 

川松 頼光 公益財団法人放射線計測協会 「放射線管理計測講座」の講師 

藤井 克年 公益財団法人放射線計測協会 「原子力教養講座」の講師 

安 和寿 公益財団法人放射線計測協会 「放射線管理入門講座」」の講師 

大倉 毅史 公益財団法人放射線計測協会 「原子力教養講座」の講師 

加藤 小織 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

中川 雅弘 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

三瓶 邦央 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

山外 功太郎 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

高橋 照彦 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

横須賀 美幸 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

加藤 拓也 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

藤井 克年 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

平賀 隼人 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

西野 翔 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

阿部 琢也 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

深見 智代 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

川崎 将亜 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

大倉 毅史 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

吉富 寛 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

山田 克典 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

秋野 仁志 公益財団法人原子力安全技術センター モニタリング技術基礎講座講師 

三瓶 邦央 公益財団法人放射線計測協会 放射線管理入門講座の講師 
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協力者氏名 機関名 実施内容 

川崎 将亜 国土交通省 放射性物質安全輸送講習会（平成 29年度）
RI輸送コース 講師 

高橋 照彦 国土交通省 放射性物質安全輸送講習会（平成 29年度）
基礎コース 講師 

深見 智代 国土交通省 放射性物質安全輸送講習会（平成 29年度）
基礎コース 講師 

大石 哲也 国立大学法人東京大学大学院工学系研究

科原子力専攻 
特別講師（放射線安全学、放射線安全学演

習） 

吉澤 道夫 国立大学法人東京大学大学院工学研究科 平成 29年度特別講師 

阿部 琢也 国立大学法人東京大学大学院工学系研究

科原子力専攻 
特別講師 

澤畠 勝紀 公益財団法人放射線計測協会 放射線業務従事者教育講師 

佐々 陽一 公益財団法人放射線計測協会 放射線業務従事者教育講師 

藪田 肇 茨城大学大学院理工学研究科 茨城大学大学院理工学研究科量子線科学

専攻 講義「放射線取扱法令」講師 

山田 克典 茨城大学大学院理工学研究科 茨城大学大学院理工学研究科量子線科学

専攻 講義「放射線取扱法令」講師 

阿部 琢也 茨城大学大学院理工学研究科 茨城大学大学院理工学研究科量子線科学

専攻 講義「放射線取扱法令」講師 

山外 功太郎 茨城大学大学院理工学研究科 茨城大学大学院理工学研究科量子線科学

専攻 講義「放射線取扱法令」講師 

大石 哲也 国立大学法人東京大学大学院工学系研究

科原子力専攻 
特別講師（放射線安全学、放射線安全学演

習） 
 
 
 
８．国際協力 

 
名前 所属 期間 

なし   

研究テーマ  
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編 集 後 記 
 

放射線管理業務に携わる皆様の尽力により，2017年度年報を無事に作成することができました。 
編集委員一同，心より御礼を申し上げます。 
2017 年度は，放射線管理部として，6月 6日に発生した大洗研究開発センター（北地区）燃料
研究棟におけるプルトニウム等による汚染事故の被ばく線量評価及びその後の対応に注力した 1
年でありました。今回の汚染事故から，放射線管理部には，通常の放射線管理のみならず，緊急

時の対応力も必要であることを改めて痛感させられました。 
今後とも、原子力機構内外の原子力安全に係る情報を継続的に収集すると共に，汚染事故等の

緊急時にも十分対応可能な現場の放射線管理技術の習得や研究開発に勤しみ，より質の高い放射

線管理を目指してゆくことを期待しております。 
 

 （富田 純平） 
 
 
 
 
 
  

編 集 委 員 
 
委 員 長 大石 哲也 （原子力科学研究所放射線管理部放射線計測技術課長） 
副委員長 富田 純平 （原子力科学研究所放射線管理部放射線計測技術課） 
委 員 増山 康一 （原子力科学研究所放射線管理部線量管理課） 

野﨑 天生 （原子力科学研究所放射線管理部環境放射線管理課） 
佐藤 達也 （原子力科学研究所放射線管理部放射線管理第 1課） 
長谷川 里絵 （原子力科学研究所放射線管理部放射線管理第 2課） 
影山 裕一 （原子力科学研究所放射線管理部（播磨駐在）） 
大森 修平 （青森研究開発センター保安管理課） 

事 務 局 小野瀬 政浩 （原子力科学研究所放射線管理部線量管理課事務統括） 
藪田 肇 （原子力科学研究所放射線管理部） 
瀧 功聖 （原子力科学研究所放射線管理部線量管理課） 
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